
帝
政
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
政
策
と
世
襲
財
産

-
　
第
一
次
大
戦
前
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
実
態
　
-

B
i

力

藤
　
　
房
　
　
雄

(492) 30

一

問

　

　

　

題

近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
上
の
い
わ
ゆ
る
大
ポ
ー
ラ
ン
ド
　
(
G
r
o
B
p
o
l
e
n
)

と
そ
の
地
理
的
範
関
を
ほ
ぼ
同
じ
-
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ポ
ー
ゼ
ン
州

(
P
r
o
v
i
n
z
 
P
o
s
e
n
)
は
'
歴
史
的
に
'
「
ゲ
ル
マ
ン
対
ス
ラ
ブ
紛
争
の
古

(
1
)

典
的
舞
台
」
を
形
成
し
た
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

資
本
主
義
の
帝
国
主
義
へ
の
転
化
期
に
概
ね
相
当
す
る
一
九
世
紀
末
か
ら

第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
時
期
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
-
'
同
時

に
へ
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
主
題
で
あ
る
「
世
襲
財
産
」
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
f
i

問
題
に
と
っ
て
も
ま
た
、
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
地
に
存
在
し
た

ド
イ
ツ
人
の
僅
襲
財
産
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
債
襲
財
産
と
で
は
、
そ
れ
が

辿
る
運
命
の
点
で
'
コ
ン
-
ラ
ス
ト
の
際
立
つ
軌
跡
を
描
-
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
世
襲
財
産
は
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
問
の
苦
難
に
満
ち
た
複
雑
な
隣
国
関
係
(
N
a
c
h
b
a
r
s
c
h
a
f
t
)
　
問

C
"題

」
に
独
特
の
短
か
ら
ぬ
影
を
落
と
す
本
質
的
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
'
帝
政
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
政

M
m

策
」
の
主
柱
た
る
土
地
政
策
の
展
開
過
程
を
'
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一

(
4
)

二
年
に
か
け
て
の
「
土
地
収
用
政
策
」
E
n
t
e
i
g
n
u
n
g
s
p
o
l
i
t
i
k
の
強
行
に

特
に
着
眼
し
つ
つ
跡
づ
け
'
あ
わ
せ
て
、
メ
ル
ゼ
プ
ル
ク
(
M
e
r
s
e
b
u
r
g
)

ヽ
"
>
J

の
『
ド
イ
ツ
中
央
文
書
館
』
D
e
u
t
s
c
h
e
s
 
Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
所
蔵
史
料
を

基
礎
と
し
た
二
系
列
の
個
別
事
例
分
析
を
果
す
こ
と
に
よ
り
へ
第
1
次
他

界
大
戦
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
土
地
問
題
を
彩
る
重
要
な
一
契
機
で
あ
っ
た

「
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
史
と
樫
襲
財
産
問
題
」
と
も
い
う
べ
き
歴

史
的
状
況
の
意
義
を
問
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
以
下
で

は
、
次
の
考
察
の
順
序
で
検
討
を
進
め
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
ボ
ー
ゼ
ン

州
に
お
け
る
世
襲
財
産
問
題
の
社
会
経
済
的
-
政
策
的
背
景
を
明
ら
か
に
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す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
反
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
的
土
地
政
策
の
体
系
を
、
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
て
ゆ
-
過
程
に
即

し
て
概
観
す
る
(
二
　
第
一
次
大
戦
前
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
け
る
「
土
地
闘

争
」
と
「
土
地
収
用
法
」
)
。
続
い
て
へ
ド
イ
ツ
人
の
世
襲
財
産
が
第
一
次

大
戦
の
さ
な
か
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
認
可
(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
)
を
得
る

ま
で
の
経
路
を
描
き
(
三
　
ド
イ
ツ
軍
人
家
族
の
世
襲
財
産
)
へ
さ
ら
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の
広
大
な
世
襲
財
産
が
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
よ
り
事

実
上
没
収
さ
れ
'
国
庫
(
F
i
s
k
u
s
)
の
所
有
を
経
て
最
終
的
に
は
、
ド
イ

ツ
「
植
民
委
員
会
」
A
n
s
i
e
d
l
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
　
に
渡
さ
れ
て
し
ま
う

悲
劇
的
経
緯
の
分
析
を
前
節
に
継
続
さ
せ
た
(
四
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
マ
グ

チ
-
ト
の
世
襲
財
産
)
上
で
'
当
該
の
問
題
全
体
を
概
括
す
る
た
め
の
一

X
X

つ
の
試
論
を
提
示
し
て
本
稿
の
検
討
を
終
え
る
(
五
　
結
論
)
。

注(
i
-
0
 
R
u
d
o
l
f
 
J
a
w
o
r
s
k
i
,
H
a
n
d
e
l
 
u
n
d
 
G
e
w
e
r
b
e
 
i
m

N
a
t
i
o
n
a
l
i
t
d
t
e
n
k
a
m
p
f
.
S
t
u
d
i
e
n
 
z
u
r
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
i
n
-

n
u
n
g
d
e
r
P
o
l
e
n
 
i
n
 
d
e
r
 
P
r
o
v
i
n
z
 
P
o
s
e
n
(
1
8
7
1
-
1
9
M
)
,

G
o
t
t
i
n
g
e
n
1
9
8
6
,
S
.
9
.

(
i
n
)
　
K
l
a
u
s
Z
e
r
n
a
c
k
,
P
r
e
u
s
s
e
n
-
P
o
l
e
n
-
R
u
s
s
l
a
n
d
.
B
e
t
r
a
c
h
-

t

u

n

g

e

n

a

m

E

n

d

e

d

e

s

"

P

r

e

u

s

s

e

n

-

J

a

h

r

e

s

"

,

i

n

‖

O

t

t

o

B

i

i

s

c

h

(
H
g
.
)
,
P
r
e
u
s
s
e
n
 
u
n
d
d
a
s
A
u
s
l
a
n
d
,
B
e
r
l
i
n
1
9
8
2
,
S
.
1
1
4
.

(
c
o
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
1
0
7
;
d
e
r
s
.
,
P
r
e
u
s
s
e
n
 
a
l
s
 
P
r
o
b
l
e
m
 
d
e
r

o

s

t

e

u

r

o

p

a

i

s

c

h

e

n

 

G

e

s

c

h

i

c

h

t

e

,

i

n

‥

S

t

u

d

i

a

 

H

i

s

t

o

r

i

c

a

S
l
a
v
o
-
G
e
r
m
a
n
i
c
a
,
B
d
.
V
I
,
1
9
7
7
,
S
.
3
5
.

(
t
*
)
　
A
n
d
r
e
a
s
L
a
w
a
t
y
,
D
a
s
E
n
d
e
P
r
e
u
s
s
e
n
s
i
n
p
o
l
n
i
s
c
h
e
r

s
i
c
h
t
.
Z
u
r
 
K
o
n
t
i
n
u
i
t
d
t
 
n
e
g
a
t
i
v
e
r
 
W
i
r
k
u
n
g
e
n
 
d
e
r

p
r
e
u
f
t
i
s
c
h
e
n
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
a
u
f
 
d
i
e
 
d
e
u
t
s
c
h
-
p
o
l
n
i
s
c
h
e
n

B

e

z

i

e

h

u

n

g

e

n

,

B

e

r

l

i

n

・

N

e

w

Y

o

r

k

1

9

8

6

,

S

.

4

3

.

(
5
)
　
本
稿
が
依
拠
し
た
原
史
料
は
'
使
用
帽
に
示
す
次
の
四
つ
で
あ

る
　
D
e
u
t
s
c
h
e
s
 
Z
e
n
t
r
a
l
a
r
c
h
i
v
,
D
i
e
n
s
t
s
t
e
l
l
e
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 
A
b
t
e
i
l
u
n
g
(
以
下
　
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.

A
b
t
.
と
略
記
)
l
l
,
2
.
5
.
1
,
N
r
.
6
2
6
0
,
D
a
s
 
K
o
n
s
t
a
n
t
i
n
 
v
o
n

s
c
h
w
e
i
n
i
c
h
e
n
'
s
c
h
e
 
F
a
m
i
l
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
 
H
i
l
a
r
h
o
f
-

B
a
c
h
o
r
z
e
w
(
1
9
1
4
-
1
9
2
0
)
;
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,

2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
1
2
8
,
S
c
h
w
e
i
n
i
c
h
e
n
(
1
9
1
6
)
;
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,

H

i

s

t

.

A

b

t

.

I

I

,

2

.

2

.

1

,

N

r

.

3

1

1

6

2

,

S

u

芹

o

w

s

k

i

,

f

i

i

r

s

t

l

i

c

h

e

F
a
m
i
l
i
e
(
1
8
3
6
-
1
9
1
2
)
;
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,

2
.
5
.
1
,
N
r
.
6
4
6
9
,
D
i
e
 
F
u
r
s
t
 
S
u
l
k
o
w
s
k
i
'
s
c
h
e
 
F
a
m
i
l
i
e
n
-

f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
s
a
c
h
e
(
1
9
0
8
-
1
9
1
0
)
.
こ
れ
ら
の
文
書
類
の
過
半
は

手
書
き
の
も
の
(
H
a
n
d
s
c
h
r
i
f
t
)
で
あ
る
。

(
6
)
　
本
稿
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
家
の
ド
イ
ツ
挫
襲
財
産
論
で
は
な

く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
に
か
か
わ
る
叙
述
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
'
そ
れ

は
逆
に
'
ド
イ
ツ
憧
襲
財
産
制
史
研
究
の
側
か
ら
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

問
題
の
若
干
の
素
描
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お

き
た
い
。
ま
た
'
紙
数
の
制
約
上
、
以
下
の
注
記
は
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

31 (493)



二
　
第
1
次
大
戦
前
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
け
る
「
土
地
闘
争
」
と

「
土
地
収
用
法
」

1
　
「
土
地
闘
争
」
の
展
開

ビ
ス
マ
ル
ク
(
O
t
t
o
v
o
n
 
B
i
s
m
a
r
c
k
)
が
開
始
し
た
1
八
七
〇
年
代

(
1
)

の
「
文
化
闘
争
」
K
u
l
t
u
r
k
a
m
p
f
　
の
過
程
に
お
い
て
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

は
'
精
神
的
に
は
絶
対
に
根
絶
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
プ
ロ
イ

セ
ン
政
府
の
攻
撃
の
新
た
な
標
的
は
'
か
れ
ら
か
ら
そ
の
民
族
的
存
立
の

物
的
土
台
を
強
奪
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
る
。
一
八
八
五
年
三
月
以
降
に

敢
行
さ
れ
た
'
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
R
u
s
s
i
s
c
h
p
o
l
e
n
)
と
ガ
リ
チ
ア

(
G
a
l
i
z
i
e
n
)
出
身
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
(
な
ら
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
)
　
労
働
者

(
2
)

の
「
国
外
追
放
」
A
u
s
w
e
i
s
u
n
g
は
、
そ
う
し
た
方
向
に
お
け
る
第
l
歩

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
八
八
六
年
四
月
二
六
日
の
「
ポ
ー
ゼ
ン
の
植

:@:

民
法
」
(
『
ポ
ー
ゼ
ン
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
植
民
振
興
法
』

G
e
s
e
t
z
b
e
t
r
e
f
f
e
n
d
d
i
e
 
B
e
f
o
r
d
e
r
u
n
g
 
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
A
n
s
i
e
d
l
u
n
g
e
n

i
n
 
P
o
s
e
n
 
u
n
d
 
W
e
s
t
p
r
e
u
B
e
n
)
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
の
法
律
は
'
要

す
る
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の

大
土
地
所
有
を
'
一
億
マ
ル
ク
の
国
庫
金
を
管
掌
す
る
「
植
民
委
員
会
」

に
よ
っ
て
買
い
占
め
、
そ
れ
を
分
割
地
と
し
て
'
地
代
農
場
(
R
e
n
t
e
n
g
u
t
)

の
形
態
で
ド
イ
ツ
人
農
民
に
入
植
さ
せ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
の
危
険
を
未
然

に
阻
止
す
る
有
効
な
防
波
堤
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ

ー
ゼ
ン
州
B
r
o
m
b
e
r
g
県
知
事
C
h
r
i
s
t
o
p
h
v
o
n
T
i
e
d
e
m
a
n
n
の
現
場

感
覚
に
富
む
覚
え
書
き
を
下
敷
き
に
し
た
こ
の
法
律
に
よ
り
、
ビ
ス
マ
ル

ク
は
'
パ
-
旅
行
や
モ
ナ
コ
‥
一
-
ス
で
の
社
交
生
活
に
う
つ
つ
を
ぬ
か

'

・

>

>

す
「
コ
ス
モ
ポ
-
タ
ン
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
」
の
貨
幣
需
要
を
当
て
に

!

蝣

-

,

,

し
っ
つ
'
成
功
裡
に
'
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
最
良
の
腺
」
た
る
ポ
ー
ゼ
ン
・

(
6
)

西
プ
ロ
イ
セ
ン
両
州
の
「
攻
撃
的
ド
イ
ツ
化
」
を
実
現
し
う
る
と
踏
ん
だ

(
7
)

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
土
地
闘
争
L
 
B
o
d
e
ロ
k
a
m
p
f
　
に
お
け
る
ビ

f
*
,

ス
マ
ル
ク
の
攻
撃
の
主
要
な
鋒
先
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
「
兄
」
s
t
a
r
s
i

b
r
a
c
i
a
で
あ
る
貴
族
階
級
　
-
　
そ
の
頂
点
的
部
分
に
位
置
す
る
大
貴
族
-

マ
グ
ナ
-
ト
(
M
a
g
n
a
t
)
に
連
な
る
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
(
S
c
h
l
a
c
h
t
a
)

層
　
-
　
に
向
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
'
こ
こ
で
へ
　
こ
の
法
律
の
当
初
の
政
策
的
意
図
と
植
民
活

動
の
実
際
と
の
帝
離
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
の
「
植
民
委
員
会
」
は
一
八
八
六

年
に
す
で
に
計
一
二
へ
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
地
主
の
所

領
を
買
い
集
め
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
人
農
民
の
入
植
地
に
転
化
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
事
は
'
ま
さ
に
ビ
ス
マ
ル
ク
の
思
わ
く
ど
お
り

に
進
ん
だ
と
一
見
思
わ
れ
も
し
よ
う
。
し
か
し
'
問
題
は
'
こ
の
「
買
い

r
e
.

占
め
政
策
」
の
対
象
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
だ
っ
た
こ
と
そ
れ
自
体
の
な

(494) 32
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(S)

か
に
あ
る
。
け
だ
し
へ
　
「
土
地
の
ゲ
ル
マ
ン
化
」
を
ね
ら
っ
た
こ
の
政
策

は
'
1
九
健
紀
の
末
に
あ
っ
て
な
お
誤
っ
て
思
い
こ
ま
れ
て
い
た
次
の
よ

う
な
想
定
へ
す
な
わ
ち
へ
　
シ
ュ
ラ
フ
タ
こ
そ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
指
導

者
で
あ
る
'
し
た
が
っ
て
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
を
打
倒
し
さ
え
す
れ
ば

プ
ロ
イ
セ
ン
に
と
っ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
は
解
決
す
る
と
い
う
時
代
遅

れ
の
想
定
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
'
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
弱

ォ
)

体
化
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
民
族
運
動
に
お
け
る
民
主
化
過
程
」
を
必
然
的

に
伴
わ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
う
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン

領
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会
に
あ
っ
て
は
'
「
文
化
闘
争
」
の
時
代
か
ら
つ
と

(S)

に
'
「
中
産
階
級
の
自
助
組
織
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

(
3
)

シ
ュ
ラ
フ
タ
は
'
ド
イ
ツ
「
植
民
政
策
」
の
重
圧
の
も
と
で
、
そ
の
「
指

ォ
)

導
者
権
能
」
F
i
i
h
r
u
n
g
s
a
n
s
p
r
u
c
h
を
喪
失
し
'
こ
う
し
て
'
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
の
民
族
的
存
続
を
賭
け
た
闘
争
の
重
点
は
'
次
第
に
農
村
か
ら
都

(
2
)

市
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
.
「
民
族
闘
争
」
N
a
t
i
o
n
a
l
i
t
a
t
e
n
-

k
a
m
p
f
の
中
心
的
担
い
手
は
、
今
や
へ
そ
の
数
を
い
や
増
し
自
覚
を
強
め

(S)

た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
産
階
級
」
と
な
っ
た
。
「
新
た
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
し

た
諸
都
市
は
'
ス
ラ
ブ
人
が
本
当
に
中
産
階
級
へ
と
興
隆
し
た
唯
一
の
場

(S)
所
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
攻
撃
的
ド
イ
ツ
化
」
政
策

(S)

は
'
防
衛
的
「
再
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
」
の
要
求
と
運
動
を
呼
び
覚
ま
し
た
の

で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
農
業
政
策
の
分
野
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
'

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
自
衛
組
織
が
形
成
さ
れ
た
事
実
を
看
過
し
て
は
な
ら
な

(
S
)
　
　
　
　
　
　
　
(
8
)

い
。
ド
イ
ツ
の
「
国
家
的
植
民
委
員
会
」
の
「
内
地
植
民
L
 
i
n
n
e
r
e
 
K
o
-

1
o
n
i
s
a
t
i
o
n
事
業
と
互
角
以
上
に
渡
り
合
っ
た
「
民
間
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

(
5
3
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
S
3
)

諸
組
織
」
に
よ
る
「
対
抗
分
地
」
G
e
g
e
n
p
a
r
z
e
l
l
i
e
r
u
n
g
活
動
が
そ
れ
で

あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
拠
出
し
た
一
億
マ
ル
ク
の
基
金
の
機
先
を
制

す
る
形
で
'
一
八
八
六
年
二
月
に
は
す
で
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
に
お
い
て
ポ
ー

(
8
)

ラ
ン
ド
人
協
同
組
合
の
「
連
盟
銀
行
L
 
B
a
n
k
 
Z
w
i
a
z
k
u
　
(
V
e
r
b
a
n
d
s
・

b
a
n
k
)
が
創
立
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
同
年
二
月
に
は
'
ガ
-
チ
ア
貴

族
の
援
助
活
動
に
支
え
ら
れ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
財
政
負
担
に
よ
り
「
土
地

(
2
)

銀
行
」
B
a
ロ
k
z
i
e
m
s
k
i
(
L
a
n
d
b
a
ロ
k
)
　
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
両
銀
行

3
頃
E

組
織
は
'
新
た
に
作
ら
れ
た
「
土
地
分
割
組
合
L
 
S
p
o
i
k
i
p
a
r
c
e
l
a
c
y
j
n
e

(
P
a
r
z
e
l
l
i
e
r
u
n
g
s
g
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
)
な
ら
び
に
、
一
八
七
三
年
に
す

で
に
大
土
地
所
有
者
M
a
x
i
m
i
l
i
a
n
 
J
a
c
k
o
w
s
k
i
が
各
地
に
設
立
し
た

(
8
)

「
農
民
協
会
」
K
O
t
k
a
 
r
o
l
n
i
c
z
e
(
B
a
u
e
r
n
z
i
r
k
e
l
o
d
.
B
a
u
e
r
n
v
e
r
e
i
n
)

と
と
も
に
へ
　
「
植
民
委
員
会
」
に
た
い
す
る
実
効
あ
る
競
争
戦
を
展
開
し

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
側
に
あ
っ
て
も
'
大
土
地

所
有
の
分
割
・
細
分
と
農
民
地
へ
の
そ
の
転
化
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
へ
自
分
の
所
債
を
進
ん
で
売
却
な
い
し
縮
小
し
よ
う
と
し
た
ポ

(
」
)

-
ラ
ン
ド
人
地
主
た
ち
は
'
「
土
地
銀
行
」
の
「
先
買
権
」
を
認
め
る
こ
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と
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
は
経
済
的
問
題
と

f
O
O
^

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
へ
　
「
民
族
の
名
誉
に
か
か
わ
る
問
題
」
n
a
t
i
o
n
a
l
e

E
h
r
e
n
s
a
c
h
e
　
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
'
ゲ
ル
マ
ン
と
ス
ラ
ブ
と

(
2
9
)

の
「
民
族
的
土
地
闘
争
」
は
'
1
八
八
〇
年
代
の
半
ば
以
降
三
〇
年
有
余

(
」
)

の
永
き
に
わ
た
り
'
「
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
経
済
的
遊
撃
戦
」
と
し
て
繰

り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
闘
い
の
な
か
で
'
「
対
抗
分
地
」
を
推

進
す
る
　
「
土
地
銀
行
」
等
の
い
わ
ゆ
る
　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
共
同
組
織

(
3
)

(
G
e
m
e
i
ロ
w
e
s
e
n
)
」
た
る
「
農
業
の
諸
団
体
(
O
r
g
a
ロ
i
s
a
t
i
o
蝣
n
e
n
)
」
は
'

プ
ロ
イ
セ
ン
「
植
民
委
員
会
」
の
鈍
重
な
官
僚
的
活
動
を
脅
か
し
て
余
り

(
8
)

あ
る
'
い
わ
ば
「
有
刺
鉄
線
を
張
り
巡
ら
し
て
守
備
し
て
い
る
諸
組
織
」

と
し
て
の
実
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
「
植
民
委
員
会
」
は
、
当
初
よ
り
'
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
'
ド

イ
ツ
人
地
主
(
L
a
n
d
j
u
n
k
e
r
t
u
m
)
の
農
場
売
却
を
頼
り
と
す
る
は
か
な

か
っ
た
。
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
〇
六
年
ま
で
の
二
〇
年
間
に
こ
の
委
員

会
が
ド
イ
ツ
人
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
金
額
は
'
計
二
億
二
千
万
マ
ル
ク

に
達
し
た
の
に
た
い
し
て
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
口
座
に
は
三
千
万
マ
ル
ク

ヽ

3

)

が
送
金
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
へ
　
l
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
の

間
に
「
植
民
委
員
会
」
は
四
六
二
の
ド
イ
ツ
人
農
場
を
買
っ
た
が
'
ポ
ー

(
8
)

ラ
ン
ド
人
農
場
の
購
買
は
わ
ず
か
七
五
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
か
ぎ
り

に
お
い
て
'
同
委
員
会
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
根
絶
す
る
「
内
地
植
民
」

推
進
の
任
を
帯
び
な
が
ら
も
、
そ
の
実
む
し
ろ
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ン
カ
ー
に

(
8
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
S
O

と
っ
て
の
「
救
済
銀
行
」
で
あ
り
、
そ
の
「
財
政
再
建
用
企
業
L
S
a
n
i
e
-

r
u
n
g
s
u
n
t
e
r
ロ
e
h
m
e
n
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
態

の
進
展
は
ま
さ
に
逆
説
的
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
へ
プ

ロ
イ
セ
ン
の
土
地
政
策
は
'
い
わ
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
(
土
地
の
)
ド
イ

ツ
化
で
は
な
く
'
「
民
族
闘
争
」
と
「
土
地
闘
争
」
が
絡
み
合
っ
た
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
進
展
の
な
か
で
'
逆
に
'
ド
イ
ツ
人
の
(
土
地
の
)
ド
イ

ツ
化
に
終
わ
る
と
い
う
皮
肉
な
結
末
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
8
)

最
後
に
'
「
経
済
嶺
域
へ
の
民
族
闘
争
の
拡
張
」
と
い
う
、
重
要
な
意

味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
拡

張
な
い
し
は
浸
潤
を
通
じ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
(
P
。
-
e
n
t
u
m
)
は
'
自

然
史
的
過
程
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
急
速
に
、
経
済
的
社
会
的
解
放

を
勝
ち
取
る
た
め
の
好
機
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
経
済

力
の
点
で
圧
倒
的
に
優
勢
だ
っ
た
ド
イ
ツ
人
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
人
・

企
業
家
と
の
厳
し
い
競
争
戦
で
'
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
を
余
儀
な
-
さ

れ
て
い
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
産
業
的
中
産
者
層
(
g
e
w
e
r
b
l
i
c
h
e
r
.
M
i
t
t
e
1
-

(sn

s
t
a
n
d
)
」
に
と
っ
て
顕
著
に
妥
当
し
た
。
も
と
よ
り
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
領
内

(
3
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ
)

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
'
「
分
割
三
列
強
」
の
な
か
で
「
最
も
近
代
的
な
」

(
8
)

プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
る
「
巧
ま
ざ
る
ド
イ
ツ
化
」
が
も
た
ら
し
た
物
質
文
明

の
あ
る
種
の
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
市
民
層
の

(496) 34
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(
3
)

経
済
的
パ
イ
オ
ニ
ア
の
業
績
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
'
「
文
化
闘
争
」

か
ら
「
土
地
闘
争
」
　
へ
至
る
過
程
で
露
見
し
た
「
経
済
と
民
族
闘
争
と
の

(
3
)

結
合
」
は
、
ド
イ
ツ
人
(
と
ユ
ダ
ヤ
人
)
　
の
商
人
・
手
工
業
者
・
製
造
業

者
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
顧
客
を
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
人
ら
の

経
済
的
利
益
を
損
な
い
つ
つ
へ
同
時
に
他
方
で
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
と

っ
て
は
逆
に
'
強
力
な
敵
手
と
の
競
争
を
排
除
し
て
へ
　
そ
の
「
社
会
経
済

(S3

的
興
隆
の
た
め
の
効
果
的
な
傘
」
と
な
る
意
義
を
担
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
で
'
九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
商
品
の
自
発
的
ポ
イ
コ
ッ
-
が
果
し
た

(
4
6
)

役
割
は
'
「
大
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
の
再
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
」
を
促
進
し
た

と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
要
だ
っ
た
。
経
済
と
民
族
闘
争
と
の
結
び
つ
き

(
5
)

の
帰
結
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
住
民
の
民
族
的
-
社
会
的
革
命
化
」
と
な
る

は
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
ド
イ
ツ
化

政
策
」
が
も
た
ら
し
た
予
期
せ
ざ
る
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
所
産
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

(
3
)

こ
う
し
て
'
ビ
ス
マ
ル
ク
が
開
始
し
た
「
闘
争
政
策
」
K
a
m
p
f
p
o
l
i
t
i
k

は
'
宰
相
カ
ブ
-
ヴ
ィ
　
(
L
e
o
G
r
a
f
v
o
n
C
a
p
r
i
v
i
)
期
の
宥
和
と
協
調

の
束
の
間
の
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
を
経
て
'
一
九
〇
〇
年
以
降
い
わ
ゆ
る

オ

ス

.

.

l

ル

ケ

ソ

　

(

S

)

「
東
部
国
境
地
帯
政
策
」
　
O
s
t
m
a
r
k
e
n
p
o
l
i
t
i
k
　
を
強
行
し
た
ビ
ュ
ー
ロ

I
(
B
e
r
n
h
a
r
d
 
F
i
i
r
s
t
 
v
o
n
 
B
i
l
l
o
w
)
政
権
下
で
の
「
植
民
立
法
の
極

(
S
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
3
)

み
」
と
し
て
の
「
土
地
収
用
法
」
E
n
t
e
i
g
n
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
の
成
立
(
一
九

〇
八
年
)
　
へ
と
連
な
っ
て
ゆ
-
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

2
　
「
土
地
収
用
法
」
の
成
立

ビ
ュ
ー
ロ
ー
宰
相
時
代
の
反
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
的
「
東
部
国
境
地
帯
政
策
」

も
や
は
り
、
ビ
ス
マ
ル
ク
期
同
様
へ
　
言
語
と
土
地
の
両
契
機
に
即
し
て
展

開
さ
れ
た
。
そ
の
頂
点
は
'
二
つ
な
が
ら
に
一
九
〇
八
年
に
訪
れ
る
。

(
5
2
)

「
帝
国
結
社
法
L
 
R
e
i
c
h
s
v
e
r
e
i
n
s
g
e
s
e
t
z
と
「
土
地
収
用
法
」
が
そ
れ

で
あ
る
。
以
下
で
は
'
後
者
に
対
象
を
絞
り
込
ん
で
論
述
を
進
め
る
。

健
紀
転
換
後
に
強
行
さ
れ
た
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
-
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
新

た
な
対
応
を
跡
づ
け
る
う
え
で
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
出
来
事
は
'
お
そ
ら
く
、
二
つ
の
国
粋
主
義
的
圧
力
団
体
へ
す
な
わ

ち
へ
「
仝
ド
イ
ツ
連
盟
L
 
A
l
l
d
e
u
t
s
c
h
e
r
V
e
r
b
a
n
d
と
「
東
部
国
境
地
帯

の
ド
イ
ツ
人
振
興
協
会
」
V
e
r
e
i
n
z
u
r
F
o
r
d
e
r
u
n
g
d
e
s
D
e
u
t
s
c
h
t
u
r
n
s

i
n
d
e
n
 
O
s
t
m
a
r
k
e
n
　
の
設
立
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
l
八
九
l
年
に
創
立

さ
れ
た
が
'
一
八
九
四
年
設
立
の
後
者
は
九
九
年
に
「
ド
イ
ツ
東
部
国
境

地
帯
協
会
」
D
e
u
t
s
c
h
e
r
O
s
t
m
a
r
k
e
n
v
e
r
e
i
n
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
協

会
は
ま
た
へ
　
そ
の
設
立
者
F
e
r
d
i
n
a
n
d
v
o
n
H
a
n
s
e
m
a
n
n
・
H
e
r
m
a
n
n

K
e
n
n
e
m
a
n
n
蝣
H
e
i
n
r
i
c
h
 
v
o
n
 
T
i
e
d
e
m
a
n
n
　
の
姓
の
頭
文
字
を
取
っ

て
「
ハ
カ
タ
L
 
H
a
k
a
t
a
協
会
あ
る
い
は
「
ハ
カ
テ
ィ
ス
テ
ン
」
H
a
k
a
t
i
-

(S)

s
t
e
n
と
も
呼
び
習
わ
さ
れ
た
。
両
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
に
'
九
〇
年
代
よ
り

す
で
に
へ
　
「
植
民
活
動
の
範
囲
内
に
お
け
る
国
の
無
制
限
の
　
-
　
そ
れ
故
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(
3
)

ド
イ
ツ
人
所
有
地
を
も
含
む
(
筆
者
)
　
-
　
収
用
権
限
」
を
要
求
し
て
い

た
。
「
ハ
カ
テ
ィ
ス
テ
ン
」
の
首
領
H
a
n
s
e
m
a
n
n
は
、
一
九
〇
〇
年
に
t

よ
り
具
体
的
に
'
「
隣
接
ド
イ
ツ
人
入
植
地
の
伸
張
を
妨
害
し
て
い
る
ポ

(S)

-
ラ
ン
ド
人
士
地
所
有
の
収
用
」
を
要
求
し
た
。
「
オ
ス
ト
マ
ル
ケ
ン
協

会
」
の
影
響
力
は
'
広
範
な
ド
イ
ツ
一
般
市
民
層
に
行
き
渡
っ
た
ば
か
り

で
は
な
く
へ
主
義
主
張
を
心
情
的
に
同
じ
-
す
る
仕
方
で
地
方
行
政
官
僚

層
に
も
探
-
浸
透
し
た
。
ま
た
'
ポ
ー
ゼ
ン
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
公

務
員
の
少
な
か
ら
ぬ
者
が
'
当
該
の
協
会
に
実
際
に
入
会
し
さ
え
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
'
「
オ
ス
-
マ
ル
ケ
ン
」
に
お
け
る
地
方
官
僚
機
構

(
5
6
)

と
国
粋
主
義
的
圧
力
団
体
と
の
人
的
融
合
状
態
が
成
立
し
て
い
っ
た
。

地
方
行
政
官
庁
の
意
志
が
中
央
政
府
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
政
策
の
方
向
を

決
定
し
始
め
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
雰
囲
気
の
中
に
お
い
て
で
あ

る
。
こ
の
点
で
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
t
 
A
l
f
r
e
d
 
H
u
-

(
」
)

g
e
n
b
e
r
g
と
F
r
i
e
d
r
i
c
h
v
o
n
S
c
h
w
e
r
i
n
の
二
人
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、

「
植
民
委
員
会
」
の
協
力
者
で
あ
る
と
同
時
に
「
全
ド
イ
ツ
連
盟
」
の
創

立
者
の
一
人
で
も
あ
り
へ
後
者
は
'
一
八
九
六
～
一
九
〇
三
年
へ
西
プ
ロ

(
'
C
。
¥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
8
)

イ
セ
ン
州
T
h
o
r
n
-
L
a
n
d
郡
の
郡
長
を
務
め
た
「
フ
-
ゲ
ン
ベ
ル
ク
派
」

の
人
物
で
'
「
仝
ド
イ
ツ
連
盟
」
の
有
力
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
か

れ
は
ま
た
、
「
植
民
委
員
会
」
で
活
動
し
た
経
歴
も
持
っ
て
い
た
。
二
人

は
'
「
オ
ス
-
マ
ル
ケ
ン
」
問
題
に
か
ん
す
る
上
申
委
員
な
い
し
は
専
門

分
野
担
当
官
と
し
て
の
資
格
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
省
の
政
策
決
定
に
深
く

参
画
し
た
。
一
九
〇
八
年
の
「
収
用
法
」
の
成
立
に
醸
し
'
両
者
は
'
ほ

と
ん
ど
決
定
的
と
も
い
え
る
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
'
フ
-

ゲ
ン
ベ
ル
ク
の
場
合
に
は
'
プ
ロ
イ
セ
ン
大
蔵
省
の
上
申
委
員
と
し
て
で

あ
り
,
上
級
参
事
官
た
る
シ
ュ
ヴ
ェ
-
-
ン
に
あ
っ
て
は
'
プ
ロ
イ
セ
ン

内
務
省
の
専
門
分
野
担
当
官
の
権
限
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
「
収
用
法
」

成
立
の
前
年
に
、
当
時
の
上
司
で
あ
る
大
蔵
省
局
長
　
F
o
r
s
t
e
r
　
に
宛
て

て
'
「
中
央
政
府
の
指
導
的
官
庁
は
す
べ
て
'
収
用
な
し
に
は
前
進
な
し

(g)

と
い
う
ザ
ッ
ハ
-
ッ
ヒ
な
信
念
を
共
有
し
て
い
る
」
と
自
信
に
満
ち
て
書

き
送
っ
た
フ
-
ゲ
ン
ベ
ル
ク
は
'
世
紀
転
換
直
後
の
一
九
〇
二
年
に
は
す

で
に
へ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
'
今
に
し
て
思
え
ば
、
ド

イ
ツ
人
植
民
者
を
中
値
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
人
自
身

の
た
め
の
法
の
も
と
に
置
き
へ
ゲ
ル
マ
ン
化
を
潔
し
と
し
な
い
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
を
こ
の
ド
イ
ツ
法
の
も
と
か
ら
排
除
し
て
お
け
ば
、
ど
ん
な
に
得
策

で
あ
っ
た
こ
と
か
。
国
民
の
同
権
を
保
証
し
た
憲
法
条
項
は
「
オ
ス
ト
マ

ル
ケ
ン
L
に
は
適
用
さ
れ
な
-
て
よ
い
。
け
だ
し
、
民
族
の
敵
た
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
に
は
'
憲
法
の
同
権
規
定
は
適
用
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
へ

と
。
憲
法
違
反
を
犯
し
て
ま
で
な
お
収
用
を
断
行
し
よ
う
と
す
る
フ
-
ゲ

ン
ベ
ル
ク
の
こ
う
し
た
見
解
は
、
「
オ
ス
-
マ
ル
ケ
ン
協
会
」
の
陣
営
に

お
い
て
も
次
第
に
市
民
権
を
得
た
一
般
常
識
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
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第1表　植民活動の実際(1896-1904年)

(出典) M. Broszat, a.a.0., S.166,より作成。

う
に
'
当
該
の
協
会
は
、
第
一
次
大
戦

前
期
の
シ
ョ
ヴ
ィ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

「
闘
争
政
策
」
の
成
立
と
展
開
に
大
き

く
与
か
っ
て
カ
が
あ
っ
た
。
H
.
-
U
.

W
e
h
l
e
r
に
よ
れ
ば
'
そ
れ
は
'
「
後
代

の
生
活
圏
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
『
東
方
』

o
s
t
-
a
n
d
に
向
け
ら
れ
た
大
陸
帝
国
主

義
(
K
o
n
t
i
n
e
n
t
a
l
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
u
s
)

と
の
発
展
史
に
お
け
る
重
要
な
位
置

を
'
そ
し
て
こ
れ
と
と
も
に
へ
　
ナ
チ
ス

全
体
主
義
の
生
成
史
上
の
確
固
た
る
地

(S)

位
を
も
」
併
せ
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で

蝣
」
蝣
る
r
J

検
討
の
照
準
は
こ
こ
で
、
「
土
地
収

用
法
」
の
成
立
そ
の
も
の
に
定
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
表
は
'

「
土
地
闘
争
」
の
結
果
を
表
示
し
て
い

る
。
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま

で
に
三
億
五
千
万
マ
ル
ク
も
の
官
金
を

¥
<
a
)

つ
ぎ
込
ん
だ
「
植
民
委
員
会
」
に
対
抗

し
て
へ
.
 
%
-
ラ
ン
ド
人
は
よ
-
持
ち
こ
た
え
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
は
'
土

地
面
積
の
点
で
は
さ
す
が
に
劣
勢
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
と
は
い
え
へ
入
植

者
数
に
お
い
て
l
万
人
以
上
も
の
大
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
民
族
的
自
覚
に
満
ち
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
共
同
組
織
」
の
し
な
や
か

な
対
応
と
そ
の
不
屈
の
活
動
が
し
の
ば
れ
よ
う
。
こ
う
し
て
一
九
〇
六
年

に
は
'
l
二
へ
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
ド
イ
ツ
人
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

f
C
O
>
1

ド
人
の
手
に
移
る
と
い
う
ド
イ
ツ
に
と
り
由
々
し
い
事
瀧
首
な
っ
た
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
側
の
動
き
は
急
速
に
収
用
へ
と
傾
い
て
ゆ
-
こ
と
に
な

る
。
だ
が
'
「
収
用
法
」
成
立
の
た
め
に
は
保
守
派
(
K
O
n
s
e
r
v
a
t
i
v
e
n
)

(S)

の
賛
成
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
「
農
業
家
同
盟
L
B
u
n
d

d
e
r
L
a
n
d
w
i
r
t
e
と
保
守
派
は
'
当
初
へ
収
用
に
ま
で
突
き
進
む
フ
ー
ゲ

ン
ベ
ル
ク
ら
の
急
進
的
要
求
に
た
い
し
て
よ
そ
よ
そ
し
い
態
度
を
と
り
続

け
て
喜
た
。
そ
れ
は
'
自
ら
の
社
会
的
存
立
に
か
か
わ
る
「
財
産
の
不
可

(S)

侵
性
と
い
う
最
も
保
守
的
な
原
則
」
が
'
ド
イ
ツ
人
を
も
含
む
土
地
所
有

者
の
土
地
の
収
用
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
し
か
し
'
中
央
政
界
に
重
き
を
な
す
保
守
党
議
員
団
の
-
ー
ダ
ー

H
e
y
d
e
b
r
a
n
d
(
u
n
d
 
d
e
r
 
L
a
s
a
,
E
r
n
s
t
 
v
o
n
)
や
「
農
業
家
同
盟
」

ポ
ー
ゼ
ン
州
支
部
長
E
n
d
e
l
l
(
E
r
n
s
t
 
A
u
g
u
s
t
)
ら
の
尽
力
に
よ
り
'

(
6
)

「
反
ス
ラ
ブ
的
ア
ク
セ
ン
ト
を
伴
っ
た
戦
闘
的
ナ
シ
ョ
ナ
-
ズ
ム
」
は
保

守
派
内
に
も
徐
々
に
浸
透
し
'
収
用
の
対
象
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
所
有
地
の
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み
に
厳
密
に
限
る
べ
L
と
い
う
条
件
が
容
れ
ら
れ
る
や
'
同
派
は
'
「
法

(
」
)

治
国
家
の
上
つ
ら
」
だ
け
で
も
保
と
う
と
す
る
旧
来
の
原
則
的
配
慮
を
か

な
ぐ
り
捨
て
て
'
「
土
地
収
用
法
」
に
基
本
的
に
賛
成
す
る
側
に
回
る
こ

と
に
な
る
。
「
保
守
派
は
'
財
産
の
不
可
侵
性
と
い
う
最
も
保
守
的
な
原

Cg)

則
さ
え
否
定
す
る
ほ
ど
に
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
-
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
た
」
、
の

だ
っ
た
。
こ
う
し
て
'
1
九
〇
八
年
三
月
二
〇
日
'
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題

(
6
9
)

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
収
用
法
」
が
成
立
す
る
。

こ
の
法
律
の
条
文
に
つ
い
て
は
へ
以
下
の
諸
点
の
み
を
指
摘
す
る
に
と

ど
め
た
い
。
同
法
の
正
式
名
称
は
'
「
西
プ
ロ
イ
セ
ン
州
と
ポ
ー
ゼ
ン
州

(g)

と
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
強
化
措
置
法
L
 
G
e
s
e
t
z
 
i
i
b
e
r
 
M
a
B
n
a
h
m
e
n

z
u
r
S
t
a
r
k
u
n
g
d
e
s
D
e
u
t
s
c
h
t
u
m
s
i
n
d
e
n
P
r
o
v
i
n
z
e
n
W
e
s
t
p
r
e
u
B
e
n

u
n
d
P
。
s
e
n
で
あ
る
。
収
用
に
か
ん
す
る
条
文
は
'
同
法
算
一
条
第
一
三

項
か
ら
第
二
二
項
ま
で
に
相
当
し
'
こ
れ
は
へ
あ
の
一
八
八
六
年
「
植
民

法
」
　
へ
の
追
加
条
項
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
'
「
危

殆
に
瀕
し
た
ド
イ
ツ
人
の
保
護
が
'
入
植
を
手
段
と
す
る
ド
イ
ツ
人
定
住

地
の
強
化
と
整
理
(
A
b
r
u
n
d
u
n
g
)
と
に
よ
る
以
外
に
は
不
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
'
こ
の
た
め
に
必
要
な
土
地
を
'
総
面
積

七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
限
と
し
て
、
収
用
に
よ
り
買
い
取
っ
て
よ
い
権
限

(S)

が
国
に
与
え
ら
れ
る
」
へ
と
第
一
条
第
一
三
項
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。

と
こ
ろ
で
'
従
来
の
研
究
史
に
あ
っ
て
は
一
般
に
へ
　
「
収
用
法
」
の
反

t-c-)

ポ
I
ラ
ン
ド
人
的
「
闘
争
=
例
外
法
」
と
し
て
の
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
性
格
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
た
だ
わ
た
し
は
、
そ
れ
と
と
も
に
同
時
に
他
方
で
'
土
地
政

策
と
財
政
金
融
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
'
同
法
第
三
条
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
。
当
該
の
条
項
は
、
ド
イ
ツ
人
入
植

地
取
得
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
へ
大
蔵
大
臣
の
権
限
で
'
国
債
証
書

(
S
t
a
a
t
s
s
c
h
u
l
d
v
e
r
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
)
ま
た
は
大
蔵
省
証
券
　
(
S
c
h
a
t
z
a
n
-

w
e
i
s
u
ロ
g
)
の
発
行
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
は
'

反
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
的
「
ド
イ
ツ
化
政
策
」
を
継
続
す
る
に
あ
た
り
へ
広
範

な
国
民
諸
階
層
に
た
い
す
る
金
銭
上
の
債
務
を
設
定
す
る
こ
と
ま
で
願
い

は
し
な
か
っ
た
。
い
や
'
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
三
条
は
い
う
。
す

な
わ
ち
へ
　
「
こ
の
大
蔵
省
証
券
の
償
還
資
金
を
'
必
要
な
額
面
価
額
の
新

大
蔵
省
証
券
ま
た
は
国
債
証
書
の
発
行
に
よ
っ
て
調
達
す
る
権
限
が
大
蔵

(K)

大
臣
に
与
え
ら
れ
る
。
大
蔵
省
証
券
は
何
度
発
行
さ
れ
て
も
よ
い
」
'
と
。

国
策
推
進
の
資
金
調
達
の
た
め
の
公
債
発
行
と
こ
の
証
券
償
還
の
資
金
調

達
を
目
的
と
す
る
新
規
公
債
募
集
'
そ
し
て
へ
　
そ
の
反
復
継
続
。
「
収
用

法
」
第
三
条
が
想
定
し
て
い
る
事
態
は
、
こ
の
よ
う
に
へ
公
債
発
行
が
新

た
な
公
債
発
行
を
呼
ぶ
国
家
財
政
上
の
悪
無
限
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

*
c
-
つ
た
。
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最
後
に
'
「
収
用
法
」
成
立
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
'
な
お
以
下

(S)

の
二
点
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
「
収
用
法
」
は
明

ら
か
に
違
憲
で
あ
る
。
そ
れ
は
'
「
私
有
財
産
の
不
可
侵
性
」
と
「
法
の

前
の
平
等
」
に
抵
触
す
る
。
そ
も
そ
も
へ
一
八
五
〇
年
l
月
の
プ
ロ
イ
セ

ン
欽
定
憲
法
に
よ
れ
ば
'
「
公
共
の
福
祉
」
を
理
由
と
す
る
収
用
は
'
国

家
高
権
の
や
む
を
得
ざ
る
合
法
的
構
成
要
素
を
成
す
も
の
と
さ
れ
て
は
い

た
。
だ
が
'
そ
れ
も
、
国
に
よ
る
濫
用
を
防
ぐ
た
め
へ
時
代
の
法
治
国
家

意
識
に
も
照
応
し
て
'
一
八
七
四
年
に
'
経
済
的
軍
事
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
お
も
に
鉄
道
と
練
兵
場
の
建
設
)
に
厳
し
-
限
ら
れ
る
べ
L
と
定
式
化

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
へ
　
「
収
用
法
」
が
'
国
家
の
強
権
発
動
の
一

(
」
)

部
を
成
す
収
用
権
の
「
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
拡
大
」
で
あ
る
こ
と
は
否

定
す
べ
-
も
な
い
。
他
方
'
一
八
一
五
年
三
月
一
五
日
の
　
F
r
i
e
d
r
i
c
h

W
i
l
h
e
l
m
　
三
位
の
布
告
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
鏡
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
臣
民
の
財

産
を
'
「
法
の
保
護
」
の
も
と
に
置
-
こ
と
を
確
約
し
て
い
た
。
「
収
用

法
」
は
'
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
四
条
と
l
八
一
五
年
詔
勅
と
に
よ
っ
て
保

証
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
国
人
の
同
権
・
平
等
原
則
を
根
本
か
ら
犯
し
た
。

(
8
)

そ
れ
は
、
「
未
来
の
国
家
社
会
主
義
的
干
渉
」
に
と
っ
て
の
恰
好
の
「
モ

(R)

デ
ル
」
を
与
え
か
ね
な
い
危
険
性
を
色
濃
-
孝
ま
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
第
二
に
'
「
収
用
法
」
と
同
法
に
基
づ
-
一
九
l
二
年
の
強
制
収

用
(
E
x
p
r
o
p
r
i
a
t
i
o
n
)
は
'
と
も
に
へ
後
代
に
た
い
す
る
深
刻
な
歴
史
的

刻
印
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
重
の
意
味
で
、
「
近
代
ド
イ

(g)

ツ
史
に
お
け
る
連
続
性
問
題
」
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
へ
　
l
方
に
お
い
て
'
一
九
一
四
年
来
の
戦
争
目
的
政
策
が
'
東
部
の
み

な
ら
ず
E
l
s
a
B
-
L
o
t
h
r
i
n
g
e
n
に
か
ん
し
て
も
へ
　
そ
の
先
例
と
原
則
を
こ

の
土
地
収
用
の
な
か
に
見
出
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
他
方
へ
ナ
チ
ス
の
東

方
政
策
(
O
s
t
l
a
n
d
p
o
l
i
t
i
k
)
も
ま
た
、
そ
こ
に
'
理
論
と
実
践
の
両
面

に
わ
た
る
先
駆
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

強
制
収
用
は
'
一
九
一
二
年
に
'
四
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
地
主
に
た
い

し
て
実
際
に
敢
行
さ
れ
、
そ
の
面
積
は
約
一
へ
七
〇
〇
～
一
、
九
〇
〇
へ

(S)

ク
タ
ー
ル
に
達
し
た
。
と
は
い
う
も
の
の
へ
　
そ
れ
は
、
「
他
界
を
挙
げ
て

(g)

悪
評
を
受
け
-
-
そ
の
成
績
に
つ
い
て
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
」
。

こ
の
件
で
'
時
の
宰
相
ベ
1
-
マ
ン
-
ホ
ル
ヴ
ェ
-
ク
(
T
h
e
o
b
a
l
d
v
o
n

B
e
t
h
m
a
n
n
-
H
o
l
l
w
e
g
)
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
の
不
信

(
」
)

任
決
議
に
象
徴
さ
れ
る
反
対
世
論
が
'
収
用
の
徹
底
化
を
阻
止
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
'
重
要
な
の
は
'
収
用
の
数
量
的
規
模
と
範
囲
で
は
な

く
、
現
代
ド
イ
ツ
史
上
に
探
-
刻
ま
れ
た
そ
の
歴
史
的
位
置
と
意
義
だ
っ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
別
的
な
「
社
会
的
オ
ス
ト

(
」
)

ラ
キ
ス
モ
ス
　
(
O
s
t
r
a
z
i
s
m
u
s
)
」
を
強
行
し
た
土
地
収
用
政
策
を
l
基
軸

と
す
る
帝
政
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
政
策
は
'
あ
の
ナ
チ
ス
「
絶
滅
政

/
c
o
-
i

策
L
V
e
r
n
i
c
h
t
u
n
g
s
p
o
l
i
t
i
k
　
に
と
っ
て
の
決
し
て
看
過
し
え
ぬ
「
歴
史

39 (501)



(

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

)

的
前
提
条
件
」
の
一
つ
に
は
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な
ら
な
か
っ
た
の
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る
。
ド
イ
ツ
人
の

樫
襲
財
産
が
認
可
さ
れ
な
が
ら
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
マ
グ
ナ
-
ト
の
仕
襲
財

産
が
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収
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の
は
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地
収
用
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成
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後
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.
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i

n
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o

p
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c

i

t

.

,

p
.
5
1
1
,
を
も
参
照
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(
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p
r
e
u
J
S
i
s
c
h
e
G
e
s
e
t
z
s
a
m
m
l
u
n
g
,
J
g
.
1
9
0
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(
以
下
P
.
G
.

S
a
m
m
l
u
n
g
と
略
記
)
へ
　
S
.
2
9
-
3
4
.

さ
し
あ
た
り
M
.
B
r
o
s
z
a
t
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
6
4
f
.
参
照
。

f
C
。
¥
　
両
協
会
に
つ
い
て
は
へ
と
り
あ
え
ず
H
.
-
U
.
W
e
h
l
e
r
,
D
a
s

D
e
u
t
s
c
h
e
K
a
i
s
e
r
r
e
i
c
h
1
8
7
1
-
1
9
1
8
,
G
O
t
t
i
n
g
e
n
1
9
7
3
,
S
.
9
2
-

9
4
,
大
野
英
二
・
肥
前
栄
1
訳
『
ド
イ
ツ
帝
国
』
未
来
社
へ
一
九
八

三
年
(
以
下
、
引
用
は
K
a
i
s
e
r
r
e
i
c
h
,
『
ド
イ
ツ
帝
国
』
と
略
記
)

l
四
〇
二
四
二
ペ
ー
ジ
へ
R
.
J
a
w
o
r
s
k
i
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
4
,
を
参

照
。

(
S
)
　
H
a
n
s
-
J
i
i
r
g
e
n
 
P
u
h
l
e
,
A
g
r
a
r
i
s
c
h
e
 
l
n
t
e
r
e
s
s
e
n
p
o
l
i
t
i
k

u
n
d
p
r
e
u
f
i
i
s
c
h
e
r
K
o
n
s
e
r
v
a
t
i
s
m
u
s
 
i
m
 
x
v
i
l
h
e
l
m
i
n
i
s
c
h
e
n

R
e
i
c
h
1
8
9
3
-
1
9
1
4
,
2
.
A
u
f
1
.
,
B
o
n
n
-
B
a
d
 
G
o
d
e
s
b
e
r
g
　
1
9
7
5
,
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V
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M

.

B

r

o

s

z

a

t

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

1

5

9

.

(
f
e
)
　
叙
述
は
、
e
b
e
n
d
a
,
S
.
1
5
9
-
1
6
1
,
に
よ
る
。

蝣
g
g
)
　
V
g
1
.
G
r
u
n
d
r
i
f
i
 
z
u
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
-

s

c

h

i

c

h

t

e

1

8

1
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-

1

9

4

5

,

R

e

i

h

e

A

,

M

a

r

b

u

r

g

・

L

a

h

n

1

9

7

5

(

以

下

V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
　
と
略
記
)
へ
　
B
d
.
1
,
O
s
t
-
u
n
d
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.
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.
1
9
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.

(

ァ

)

　

V

g

1

.

e

b

e

n

d

a

,

S

.

1

9

2

.

V
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1
.
e
b
e
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d
a
,
S
.
1
9
4
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(
6
)
　
叙
述
は
t
H
.
-
J
.
P
u
h
l
e
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
5
5
-
2
6
1
,
3
3
7
,
に
よ

る
。

(
J
g
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E
b
e
n
d
a
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S
.
2
6
0
.

へ
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f

t
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E
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e
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.

2
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K
i
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)
、
(
g
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E
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.
2
6
0
.
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S
a
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n
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.
2
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.
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.
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.
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叙

述
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.
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.
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.
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u
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e

n
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.
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0
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よ

る
。

(

」

)

　

D

e

r

s
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リ

P

o

l

e

n

p

o

l

i

t

i

k
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a

.

a

.

0
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,
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1

9

4
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へ
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f

c
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E

b

e

n

d

a

,

S

.

1

9

5

.

(
?
2
)
　
D
e
r
s
.
,
K
a
i
s
e
r
r
e
i
c
h
,
S
.
1
5
,
¥
別
掲
訳
『
ド
イ
ツ
帝
国
』
二

七
ペ
ー
ジ
。

(
g
)
　
V
g
1
.
d
e
r
s
.
,
P
o
l
e
n
p
o
l
i
t
i
k
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
9
5
;
G
.
R
h
o
d
e
,

a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
2
3
.

田
辺
勝
正
『
戦
後
欧
州
に
お
け
る
土
地
制
度
改
革
史
論
』
協
調

会
へ
一
九
三
五
年
へ
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

(
S
o
)
H
.
-
U
.
W
e
h
l
e
r
,
K
a
i
s
e
r
r
e
i
c
h
,
S
.
2
3
4
,
前
掲
訳
『
ド
イ
ツ

帝
国
』
三
三
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

、
f
。
T
¥

¥
c
o
J
、
(
S
O
D
e
r
s
.
,
P
o
l
e
n
p
o
l
i
t
i
k
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
0
2
.

こ
の
意
味
で
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
政
策
と
ナ
チ
ズ
ム
(
論
)
と

の
連
繋
」
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
収
用
」
の
意

義
に
つ
い
て
は
へ
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
(
一
九
≡

四
年
)
に
お
け
る
「
穀
物
収
用
緊
急
勅
令
」
(
一
九
一
八
年
)
の
位

置
づ
け
が
想
起
さ
れ
よ
う
(
こ
の
点
別
稿
予
定
)
0

(504) 42

三
　
ド
イ
ツ
軍
人
家
族
の
世
襲
財
産

-
　
S
c
h
w
e
i
n
i
c
h
e
n
少
佐
家
I

M
a
r
i
e
v
o
n
S
c
h
w
e
i
n
i
c
h
e
n
は
t
 
l
九
二
年
七
月
七
日
に
死
去
し

た
K
o
n
s
t
a
巳
i
n
の
未
亡
人
で
あ
る
。
退
役
陸
軍
少
佐
(
M
a
j
o
 
a
.
D
.
)

だ
っ
た
夫
は
'
彼
女
に
一
三
人
の
子
供
と
巨
額
の
財
産
を
残
し
て
先
立
っ

た
。
亡
き
夫
の
退
志
を
体
し
た
マ
-
I
は
'
一
九
一
五
年
へ
仕
襲
財
産
監

(
1
)

督
庁
た
る
高
等
裁
判
所
へ
の
設
立
定
款
(
S
t
i
f
t
u
n
g
s
u
r
k
u
n
d
e
)
の
提
出

を
通
じ
て
、
「
K
o
n
s
t
a
n
t
i
n
v
o
n
S
c
h
w
e
i
n
i
c
h
e
n
家
の
家
族
性
襲
財
産

H
i
l
a
r
h
o
f
-
B
a
c
h
o
r
z
e
w
」
の
設
立
を
願
い
出
る
。
ポ
ー
ゼ
ン
州
　
J
a
r
o
t
-

s
c
h
i
n
郡
在
の
地
名
で
あ
る
H
i
l
a
r
h
o
f
-
B
a
c
h
o
r
z
e
w
の
う
ち
へ
H
i
l
a
r
-
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h
o
f
　
と
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ユ
ン
家
の
居
城
(
S
c
h
l
o
B
)
　
の
名
称
で
あ

り
'
後
者
は
そ
の
騎
士
農
場
名
だ
っ
た
。
世
襲
財
産
の
対
象
は
、
土
地
面

積
五
三
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
こ
の
B
a
c
h
o
r
z
e
w
農
場
と
額
面
二
三

万
マ
ル
ク
に
も
上
る
有
価
証
券
類
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
世
襲
財
産
は
'
一

九
一
六
年
九
月
二
三
日
へ
大
本
営
(
G
r
o
B
e
s
H
a
u
p
t
q
u
a
r
t
i
e
r
)
発
給
の

(
"
>

認
可
証
書
(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
s
u
r
k
u
n
d
e
)
を
受
領
す
る
。
そ
れ
は
'
時
あ

た
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ソ
ン
ム
(
S
o
m
m
e
)
の
会
戦
の
さ
な

か
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
・
オ
ス
-
マ
ル
ケ
ン
に
あ
る
ド
イ
ツ
軍
人

家
族
の
世
襲
財
産
が
こ
の
ソ
ン
ム
戦
の
最
中
に
認
可
さ
れ
た
と
い
う
事
実

は
'
そ
れ
だ
け
で
な
に
ほ
ど
か
を
物
語
る
象
徴
的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
本
節
は
'
す
で
に
行
な
っ
た
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
全
体
的
状
況
に

か
ん
す
る
検
討
を
踏
ま
え
'
同
時
に
、
次
節
で
見
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族

の
世
襲
財
産
の
悲
運
と
の
鮮
烈
な
対
照
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
シ
ュ
ヴ

ア
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
世
襲
財
産
が
W
i
l
h
e
l
m
二
位
に
よ
り
認
可
さ
れ
る

ま
で
の
経
緯
を
分
析
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

-
　
J
a
r
o
t
s
c
h
i
n
郡
の
状
況

最
初
に
'
ポ
ー
ゼ
ン
州
長
官
v
o
n
 
E
i
s
e
n
h
a
r
t
-
R
o
t
h
e
が
プ
ロ
イ
セ

ン
の
法
務
・
農
林
・
内
務
・
大
蔵
各
大
臣
に
宛
て
た
1
九
1
四
年
二
月

(
3
)

二
五
日
付
文
書
を
基
と
し
て
へ
こ
の
世
襲
財
産
が
存
す
る
　
J
a
r
。
t
s
c
h
i
ロ

郡
の
全
般
的
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
(
第
二
二
二
・
四
表
参
照
)
。
ド

イ
ツ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
の
土
地
所
有
分
布
を
見
る
と
'
前
者
の
土
地

面
積
は
領
主
地
区
域
に
つ
い
て
は
五
八
・
四
%
と
優
勢
で
あ
る
が
'
村
に

お
い
て
は
非
常
に
劣
勢
で
あ
る
。
他
方
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
状
況
は
こ
れ

と
は
逆
で
、
全
体
と
し
て
は
ド
イ
ツ
人
に
た
い
す
る
優
位
を
確
保
し
て
い

る
。
仝
農
村
的
土
地
所
有
の
過
半
(
五
「
七
%
)
を
占
め
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
は
'
住
民
数
の
点
で
は
ド
イ
ツ
人
を
文
字
ど
お
り
圧
倒
し
た
。
郡
人

口
の
八
二
%
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
郡

は
'
住
民
数
に
お
い
て
も
土
地
所
有
分
布
に
か
ん
し
て
も
'
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
的
要
素
の
強
い
郡
で
あ
っ
た
。
同
郡
在
の
仕
襲
財
産
に
眼
を
転
じ
る

と
、
こ
こ
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
世
襲
財
産
は
全
-
存
在
せ
ず
'
ド
イ
ツ

人
三
人
の
そ
れ
と
隣
接
K
o
s
c
h
r
　
郡
に
ま
た
が
る
ド
イ
ツ
人
世
襲
財

産
の
一
部
が
'
全
部
で
一
二
'
四
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。
こ
れ
に
、
シ

ユ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
エ
ン
家
の
分
と
や
が
て
創
設
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る

一
、
五
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
C
a
r
s
t
家
の
性
襲
財
産
と
を
合
算
す
る

と
へ
ド
イ
ツ
人
の
世
襲
財
産
総
面
積
は
一
四
へ
四
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
へ
第
四
表
に
挙
げ
た
数
値
で
計
算
す
る
と
へ

全
農
村
的
土
地
所
有
の
二
〇
・
六
%
そ
し
て
鎮
主
地
区
域
内
私
的
土
地
所

有
の
三
四
・
四
%
に
相
当
す
る
。

さ
て
t
 
E
i
s
e
n
h
a
r
t
-
R
o
t
h
e
は
い
う
。
当
該
の
郡
は
、
「
圧
倒
的
に
ポ

O
)

ー
ラ
ン
ド
人
的
な
郡
」
で
あ
る
.
ま
た
'
五
'
一
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模

43 (505)



第2表　民　族　別　分　布

村

Abt.II, 2.5.1, Nr.6260, Bl.91f.より作成。

第3表　ドイツ人の世襲財産

(出典) DZA Merseburg, a.a.0., Bl.92,
より作成。

第4表Jarotschin郡の土地所有

(出典) DZA Merseburg, α.α.0., Bl.91,

より作成。

(506) 44

(出典) DZA Merseburg, Hist.

の
広
大
な
世
襲
地
　
(
M
a
j
o
r
a
t
)

J
a
r
o
t
s
c
h
i
n
の
所
有
者
R
a
d
o
】
i
n

v
o
n
 
R
a
d
o
l
i
n
s
k
i
侯
爵
は
'
ポ

ー
I
ア
ン
ド
人
家
族
を
出
自
と
す
る

血
統
　
-
　
そ
の
姓
か
ら
容
易
に
推

量
さ
れ
よ
う
　
-
　
に
も
か
か
わ
ら

ず
'
目
下
の
と
こ
ろ
は
ド
イ
ツ
人

に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
'
は
た
し
て
こ
う
し
た
数
え
方
が
将
来
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
よ
い

か
ど
う
か
。
こ
の
点
に
は
重
大
な
疑
念
が
残
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
か
て
て

加
え
て
へ
第
五
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
同
郡
の
郡
会
に
お
い
て
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
議
席
が
ド
イ
ツ
人
の
そ
れ
を
一
つ
上
回
る
と
い
う
由
々
し

い
事
態
さ
え
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
(
二
一
対
二
〇
)
。
こ
う
し
た
事
実
を

勘
案
す
れ
ば
'
同
郡
の
ド
イ
ツ
人
所
有
地
が
ド
イ
ツ
人
の
手
許
に
末
永
-

維
持
さ
れ
る
こ
と
は
'
国
策
上
(
n
a
t
i
o
n
a
l
p
o
l
i
t
i
s
c
h
)
の
観
点
か
ら
見
て

き
わ
め
て
望
ま
し
い
枢
要
事
で
あ
る
t
　
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
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第5表　都　会　議　席　数

計A.r_i

(出典) DZA Merseburg, a.a.0., Bl.92,より作成。

た
が
っ
て
、
「
先
祖
伝
来
の
ド
イ
ツ

:q:

人
気
質
(
G
e
s
i
ロ
n
u
n
g
)
」
を
誇
る
シ

ユ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
世
襲
財
産

の
設
立
は
'
こ
の
点
に
鑑
み
'
切
に

推
奨
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

ポ
ー
ゼ
ン
州
長
官
は
へ
　
こ
の
僅
襲
財

産
の
設
立
に
よ
り
「
内
地
植
民
」
が

阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
'
ま
た
'

同
郡
の
相
当
部
分
が
す
で
に
憧
襲
財

産
化
さ
れ
て
い
る
事
実
も
'
こ
の
設

立
を
是
認
し
な
い
た
め
の
農
政
的

(
a
g
r
a
r
p
o
l
i
t
i
s
c
h
)
見
地
か
ら
す
る

根
拠
た
り
え
な
い
'
と
述
べ
て
報
告

を
終
え
て
い
る
。

2
　
設
立
定
款
の
内
容

一
九
一
五
年
二
月
二
日
へ
　
マ

リ
ー
は
法
律
顧
問
官
L
a
s
k
e
r
を
通

じ
て
へ
仕
襲
財
産
の
設
立
定
款
を
ポ

ー
ゼ
ン
高
等
裁
判
所
に
提
出
す
る
。

全
文
約
四
〇
ペ
ー
ジ
に
達
す
る
こ
の

長
大
な
設
立
定
款
は
'
全
十
項
か
ら
成
っ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
'

本
稿
の
叙
述
に
と
り
最
小
限
必
要
な
項
目
に
限
っ
て
そ
の
内
容
を
検
討
す

る
。川

　
世
襲
財
産
の
構
成
要
素

こ
の
世
襲
財
産
は
以
下
の
も
の
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
'
五
三
七
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
騎
士
農
場
B
a
c
h
o
r
z
e
w
(
H
i
l
a
r
h
o
f
城
へ
各
種
の
建
物

と
家
具
調
度
類
を
含
む
)
,
お
よ
び
'
第
六
表
に
示
し
た
多
額
の
有
価
証

券
類
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
は
、
シ
ュ
レ
-
ジ
エ
ン
地
主
金
融
組
合
銀
行

部
(
S
c
h
l
e
s
i
s
c
h
e
L
a
n
d
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
 
B
a
n
k
)
に
保
管
さ
れ
る
。
そ
の

使
用
は
,
所
有
者
個
人
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
は
な
ら
ず
'
別
項
に
規

定
す
る
仕
襲
財
産
管
理
委
員
会
(
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
k
u
r
a
t
o
r
i
u
m
)
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僅
襲
財
産
所
有
者
は
、
こ
の
管
理
委
員
会
の

賛
成
を
得
て
,
憧
襲
財
産
に
属
す
る
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

が
,
そ
れ
は
、
こ
の
売
上
金
を
'
絶
対
安
全
な
信
託
投
資
か
土
地
所
有
へ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
投
資
に
振
り
向
け
る
た
め
で
あ
る
。
所
有
者
は
'
農
業
経
営
に
専
心
努

力
し
な
が
ら
も
、
常
に
へ
同
門
家
族
の
頂
点
に
立
つ
良
き
家
長
(
e
i
n

g
u
t
e
r
H
a
u
s
v
a
t
e
r
)
と
し
て
の
範
を
率
先
垂
範
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
(
傍
点
筆
者
)
0

仙
　
承
継
順
序

仕
襲
財
産
の
初
代
所
有
者
は
マ
-
-
白
身
で
あ
る
。
世
襲
財
産
は
マ
リ

45 (507)



第6表　有価証券類一覧表　　　　(単位:マルク)

H

 

N

 

C

O

　

^

　

1

0

　

ォ

5

　

N

 

0

0

 

f

f

i

 

O

　

'

l

 

~

H
H
H
U
　
　
臼

シュレ-ジェン抵当証券

西プロイセン新抵当証券

ポーゼン抵当証券

(4%利子)
(4#)

C45B)

シュレ-ジェン補助金庫債券　　　　　(4#)

ポーゼン新抵当証券　　　　　　　　　{ 4,96)

地主金融組合抵当証券　　　　　　　( 4 #)

シュレージェン土地信用株式銀行抵当証券(33/4%)

同　　上　　　　　　　　　　(4#)

ベルリ　ン市債　　　　　　　　　(4#)

シュレ-ジェン土地信用株式銀行抵当証券(4!

Jarotschin製糖工場株式

ir　　　　　　　　　　　　　　　　3|-

100, 000

45, 000

361, 000

246, 000

33, 000

25, 000

50, 000

60, 000

100, 000

180, 000

20, 000

1, 220, 000

(注) 1・から10・までは配当金支払いの満期日順(1915.12.25-1916.4.1)に列挙し
た。

(出典) DZA Merseburg, a.a.0., Bl.71-73,より作成。

第7表　世襲財産の承継順序(その一例)

Hans　　　　　　　29.

Ernst

Emil

Heinrich

Gunther　　　　13.

Nikolaus　　　　1 7.

Georg-Wilhelm　21.

Otto　　　　　　25.

長男34・次男30・覧晶完31・三男32・嘉晶完33・
長男　2.　　　　次男　3.

6.

¥m

if!

18.

22.

I'll.

7.

ill

15.

19.

23.

27.

三男　4.

a

12.

16.

20.

LM.

蝣J8.

(荏)八人とも三男を持つと想定している。この場合,長男-ンスの長男の順位は
34番となる。

(出典) DZA Merseburg, α・α.0., Bl.54-56,より作成。

(508) 46
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I
の
死
後
,
次
男
の
　
E
r
n
s
t
に
帰
属
す
る
。
彼
が
母
に
先
立
っ
て
死
去

(
6
)

し
た
場
合
に
は
、
「
最
年
長
男
子
系
統
優
先
制
」
P
r
i
m
o
g
e
n
i
t
u
r
の
規

(
7
)

則
に
従
っ
て
,
エ
ル
ン
ス
ト
の
「
男
系
の
男
子
卑
属
」
m
a
n
n
l
i
c
h
e
A
b
-

k
o
m
m
l
i
n
g
e
i
m
M
a
n
n
e
s
s
t
a
m
m
が
相
続
す
る
。
次
男
が
こ
の
よ
う
な

卑
属
を
残
さ
な
か
っ
た
と
き
に
は
'
マ
-
ー
の
三
男
E
m
i
1
が
跡
を
継

ぎ
、
三
男
も
ま
た
母
よ
り
先
に
死
ぬ
と
い
う
事
態
に
立
ち
至
っ
た
な
ら

ば
,
「
プ
リ
モ
ゲ
ニ
ト
ゥ
-
ル
」
ど
お
り
に
事
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
へ
そ
の
場
合
に
は
'
四
男
で
は
な
-
三
男
の
男
子
卑
属
が

優
先
す
る
。
三
男
が
こ
う
し
た
卑
属
を
一
人
も
残
さ
な
か
っ
た
と
き
に
初

め
て
、
相
続
権
は
四
男
の
手
に
移
る
。
承
継
順
序
は
'
以
下
同
様
の
仕
方

で
末
子
の
八
男
O
t
t
o
と
そ
の
卑
属
に
ま
で
行
き
つ
-
(
第
七
表
参
員
)
0

そ
し
て
、
次
男
か
ら
八
男
ま
で
の
息
子
達
が
七
人
と
も
「
男
系
の
男
子
卑

属
」
を
持
た
ず
に
マ
-
I
よ
り
も
前
に
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
事
態
が
生

じ
た
と
き
だ
け
、
マ
-
I
の
長
男
H
a
n
s
が
世
襲
財
産
を
相
続
す
る
。
し

か
も
,
こ
の
ハ
ン
ス
以
降
の
承
継
順
序
は
'
ハ
ン
ス
の
次
に
そ
の
長
男
が

来
る
の
で
は
な
く
'
長
男
の
次
男
'
そ
の
男
子
卑
属
(
そ
れ
故
マ
リ
ー
に

と
っ
て
は
曾
孫
に
あ
た
る
)
'
長
男
の
一
二
男
'
そ
の
卑
属
以
下
同
様
と
続

き
,
最
後
の
最
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
長
男
の
長
男
が
継
承
権
を
得
る

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
,
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
准
襲
財
産
相
続
に
お
い
て
は
'
な

ぜ
長
男
ハ
ン
ス
の
系
統
が
最
後
に
回
さ
れ
た
の
か
。
次
男
エ
ル
ン
ス
ト
以

:
e
爪

降
の
系
統
に
あ
っ
て
は
'
「
長
子
優
先
相
続
制
」
V
o
r
r
e
c
h
t
d
e
r
E
r
s
t
g
e
-

b
u
r
t
　
が
採
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
'
こ
の
点
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
不
可

解
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
若
干
の
説
明
を
要
し
よ
う
。
史
料
か

ら
読
み
取
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
の
真
相
は
こ
う
で
あ
る
。
マ
-
-
の
実
家

は
,
シ
ュ
レ
-
ジ
エ
ン
の
v
o
n
K
o
r
n
家
で
'
彼
女
の
実
父
は
一
九
〇
七

年
に
死
去
し
た
H
e
i
n
r
i
c
h
 
v
o
n
 
K
o
r
n
博
士
だ
っ
た
。
か
れ
は
「
シ
ュ

レ
I
ジ
エ
ン
新
聞
」
の
社
主
と
し
て
地
元
で
は
そ
の
名
を
広
-
知
ら
れ
た

人
物
で
あ
っ
た
。
K
。
r
n
家
に
は
ど
う
や
ら
跡
取
り
息
子
が
い
な
か
っ
た

ら
し
く
、
そ
こ
で
マ
-
-
は
'
夫
の
遺
産
の
み
な
ら
ず
へ
実
父
の
そ
れ
を

も
憧
襲
財
産
化
す
る
こ
と
に
よ
り
'
行
-
末
永
-
そ
の
家
名
を
世
に
残
そ

う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
H
e
i
n
r
i
c
h
v
o
n
K
o
r
n
家
の
家
族
世
襲

財
産
H
u
n
d
s
f
e
l
d
-
S
a
c
r
a
u
-
P
a
w
e
l
w
i
t
z
L
が
そ
れ
で
あ
る
。
マ
リ
I

は
,
長
男
ハ
ン
ス
と
そ
の
系
統
に
実
家
の
世
襲
財
産
を
継
が
せ
る
こ
と
を

希
望
し
た
。
長
男
の
長
男
を
'
夫
の
仕
襲
財
産
の
承
継
順
位
に
お
け
る
最

後
尾
に
置
い
た
こ
と
に
も
'
こ
の
点
か
ら
見
て
な
る
ほ
ど
と
首
肯
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
マ
-
I
は
'
た
と
え
ハ
ン
ス
が
天
逝
し
て
も
'
彼
女
の
最

初
の
内
孫
が
実
家
の
世
襲
財
産
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
を
配

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
へ
こ
れ
は
、
マ
-
-
の
側
か
ら
す
れ
ば
い
わ

ば
「
実
家
憧
襲
財
産
」
E
l
t
e
r
n
h
a
u
s
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
と
名
付
け
ら
れ
う

47 (509)



る
。
一
方
'
コ
ル
ン
家
の
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、
娘
の
マ
-
I
が
娘
婿
の

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
エ
ン
と
の
問
に
男

子
を
も
う
け
る
の
を
待
っ
て
、
外
孫
に
財
産
を
継
が
せ
た
訳
で
'
こ
れ
は

(
9
)

い
わ
ゆ
る
「
女
系
世
襲
財
産
」
F
r
a
u
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
の
l
種
で
あ
っ

た
と
目
さ
れ
う
る
。
け
だ
し
へ
　
パ
イ
ン
-
ヒ
の
導
吉
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
'
法
的
に
擬
制
す
れ
ば
へ
　
こ
の
パ
イ
ン
-
ヒ
が
当
該
の
仕
襲
財
産
の

(
S
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ
)

「
設
定
者
L
 
S
t
i
f
t
e
r
と
し
て
、
か
れ
の
「
女
系
の
親
族
」
d
u
r
c
h
 
W
e
i
-

b
e
r
 
V
e
r
w
a
n
d
t
e
　
を
次
の
相
続
権
者
に
任
じ
た
t
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ル
ン
家
は
'
男
系
の
途
絶
後
、
マ
-
-
を
介
し
た

(S)

女
系
に
'
同
家
の
「
家
名
と
紋
章
を
絶
や
さ
ぬ
義
務
」
を
負
わ
せ
た
の
だ

っ
た
.
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
債
襲
財
産
継
承
順
位
問
題
に
は
、
こ

の
よ
う
に
、
マ
-
I
の
実
家
コ
ル
ン
家
の
影
が
強
く
差
し
込
ん
で
い
た
の

で
あ
っ
た
。

3
　
認
可
の
決
定

1
九
1
六
年
四
月
l
九
日
へ
所
轄
の
監
督
官
庁
ポ
ー
ゼ
ン
高
裁
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
国
王
の
認
可
を
条
件
と
し
て
当
該
の
定
款
を
承
認
(
B
e
s
t
a
t
i
-

g
u
n
g
)
す
る
。
こ
の
世
襲
財
産
の
年
純
収
益
は
三
万
マ
ル
ク
を
超
え
る
こ

と
が
定
款
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
'
『
プ
ロ
イ
セ
ン
一

敗
ラ
ン
-
法
典
』
　
(
一
七
九
四
年
)
第
二
編
第
四
章
「
共
同
親
族
法
」
第

(S)

三
節
「
永
続
的
家
族
性
襲
財
産
」
第
五
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
'
国
王
の

認
可
が
必
要
と
さ
れ
る
。
法
務
大
臣
B
e
s
e
l
e
r
(
M
a
x
i
m
i
l
i
a
n
v
o
n
)
は
'

同
年
七
月
六
日
へ
　
こ
の
他
襲
財
産
の
認
可
と
認
可
証
書
の
発
行
を
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
二
世
に
上
奏
す
る
。
そ
の
根
拠
は
前
述
の
　
E
i
s
e
ロ
h
a
r
t
-
R
o
t
h
e

の
推
奨
論
同
様
へ
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
け
る
「
ド
イ
チ
エ
ト
ゥ
-
ム
の
維
持
・

(
3
)

強
化
の
推
進
」
と
い
う
一
点
に
集
約
さ
れ
る
。
国
王
は
、
同
年
七
月
二

日
へ
認
可
を
認
め
る
旨
の
勅
書
を
法
務
大
臣
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
二

か
月
後
の
九
月
二
三
日
に
は
、
認
可
証
書
を
発
行
す
る
。
そ
れ
は
と
も

に
ヘ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
自
筆
署
名
を
伴
う
大
本
営
発
給
文
書
に
よ
っ
て
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
'
ド
イ
ツ
軍
人
家
族
の
世
襲
財
産
は
'
第
一
次
大
戦

(
3
)

の
さ
な
か
に
そ
の
設
立
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

注O)　DZAMerseburg,Hist.Abt.II,2.5.1,Nr.6260,B1.
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c
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.
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E
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1
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.

(
6
)
へ
(
t
-
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
5
4
f
f
.
P
r
i
m
o
g
e
n
i
t
u
r
に
つ
い
て
は
へ

山
田
鹿
『
近
代
土
地
所
有
権
の
成
立
過
程
』
有
信
望
二
九
五
八
年
へ

九
〇
-
九
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
o
o
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
1
2
8
,

B
l
.
4
.
史
料
は
1
九
l
六
年
の
法
務
大
臣
文
書
。

(510) 48



帝政ドイツのポーランド人政策と世襲財産

(

9

)

へ

(
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)
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S

)

　

O
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t
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G
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e

r

k

e

,

F

i

d

e

i

k

o

m

m

i

s

s

e

.

I

.

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
u
n
d
 
R
e
c
h
t
 
d
e
r
 
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
e
,
i
n
:
H
a
n
d
-

w
'
d
r
t
e
r
b
u
c
h
d
e
r
S
t
a
a
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
,
3
.
A
u
f
1
.
,
B
d
.
4
,

J
e
n
a
1
9
0
9
,
S
.
1
1
2
.

(
2
)
　
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
s
 
L
a
n
d
r
e
c
h
t
 
f
u
r
 
d
i
e
 
P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n

S
t
a
a
t
e
n
 
v
o
n
　
1
7
9
4
.
T
e
x
t
a
u
s
g
a
b
e
,
F
r
a
n
k
f
u
r
t
 
a
.
M
.

B
e
r
l
i
n
1
9
7
0
(
以
下
A
L
R
と
略
記
)
へ
S
.
4
1
2
.

(
2
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
a
.
a
.
O
.
,
B
1
.
7
.

(
S
)
　
ち
な
み
に
へ
同
じ
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
　
S
c
h
r
o
d
a
郡
に
約
四
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
騎
士
農
場
を
持
つ
ド
イ
ツ
系
　
M
e
i
e
n
家
の
仕

襲
財
産
M
e
i
e
n
f
e
l
d
e
も
'
1
九
l
三
年
l
月
l
三
日
へ
設
立
を
認

可
さ
れ
て
い
る
　
V
g
1
.
D
Z
A
 
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
"

2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
0
0
5
,
M
e
i
e
n
(
1
9
1
1
-
1
9
1
3
)
,
B
1
.
2
-
1
0
.

四
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
マ
グ
ナ
-
ト
の
性
襲
財
産

I
S
u
l
k
o
w
s
k
i
侯
爵
家
I

第
l
次
惟
界
大
戦
勃
発
の
戦
雲
垂
れ
こ
め
る
1
九
一
二
年
八
月
五
日
、

プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
、
「
ス
ウ
コ
フ
ス
ヰ
侯
爵
F
t
i
r
s
t

S
u
l
k
o
w
s
k
i
の
以
前
の
仕
垂
財
産
で
あ
っ
て
'
現
在
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
の

所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
R
e
i
s
e
n
-
G
O
r
c
h
e
n
所
領
が
ポ
ー
ゼ
ン
の
植

(
1
)

民
委
員
会
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
」
を
認
可
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の

世
襲
財
産
は
'
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
所
有
を
経
て
、
結
局
ド
イ
ツ
「
植
民

委
員
会
」
の
手
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
'
前
述
の
分
析
を
踏

ま
え
な
が
ら
へ
債
界
大
戦
直
前
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
資
本
主
義
・
帝
国
主

義
の
土
地
政
策
の
本
質
を
把
握
す
る
う
え
で
見
逃
し
え
な
い
重
要
性
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
こ
の
間
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

-
　
問
題
の
所
在

一
九
〇
八
年
五
・
六
月
に
枢
密
参
事
官
　
G
r
o
s
c
u
r
t
h
が
作
成
し
た
査

O

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

ォ

)

定
書
に
よ
り
へ
当
該
の
家
族
世
襲
財
産
所
領
は
'
ポ
ー
ゼ
ン
州
L
i
s
s
a
郡

の
R
e
i
s
e
n
所
領
(
五
'
五
四
〇
・
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
と
同
州
R
a
w
i
t
-

s
c
h
郡
に
あ
る
G
o
r
c
h
e
n
所
領
(
二
へ
〇
四
七
・
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

と
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
単
独
所
有
者
は
へ
ま
だ
成

年
に
達
し
て
い
な
い
二
人
の
息
子
　
A
l
e
x
a
n
d
e
r
　
と
　
F
r
a
n
z
　
を
持
つ

A
n
t
o
n
 
S
u
l
k
o
w
s
k
i
侯
爵
で
あ
る
。
合
計
七
へ
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
こ
の
広
大
な
領
地
を
'
G
r
o
s
c
u
r
t
h
は
「
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
お
そ
ら

(
4
)

-
は
最
大
で
最
も
美
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
所
有
地
」
と
呼
ん
で
い
る
が
'

こ
れ
は
実
際
は
へ
同
州
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
世
襲
財
産
の
な
か
で
は
t
 
R
a
d
-

z
i
w
i
l
l
侯
爵
(
l
五
'
五
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
へ
　
R
a
c
z
y
n
s
k
i
伯
爵
(
1

三
へ
　
四
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
所
領
に
次
ぐ
第
三
位
の
規
模
で
あ
り
'
ま

た
へ
　
ド
イ
ツ
人
の
徴
集
財
産
も
含
め
る
と
上
か
ら
五
番
目
と
な
る
。
ち
な

み
に
へ
　
二
四
へ
　
四
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
v
o
n
 
T
h
u
r
n
 
u
n
d
 
T
a
x
i
s
侯

爵
の
も
の
が
最
大
で
あ
り
'
第
二
位
の
ド
イ
ツ
人
世
襲
財
産
た
る
v
o
n

49 (511)



(
5
)

H
o
h
e
n
z
o
l
l
e
r
n
侯
爵
の
領
地
は
l
四
へ
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

ス
ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
家
の
性
襲
財
産
の
創
立
は
遠
-
一
八
位
紀
に
さ
か

の
ぼ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
国
会
(
S
e
y
m
)
に
よ
る
l
七
七
五
年
の
一

(
6
)

決
定
に
基
づ
い
て
'
同
家
に
は
'
永
続
的
「
聖
職
叙
階
基
金
」
　
O
r
d
i
n
a
-

t
i
o
n
を
設
立
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
族
の
一
員
A
u
g
u
s
t

s
u
l
k
o
w
s
k
i
侯
爵
は
'
一
七
八
三
年
l
月
l
六
日
の
設
立
定
款
に
お
い
て

こ
の
権
限
を
行
使
し
た
。
長
子
相
続
(
E
r
s
t
g
e
b
u
r
t
)
に
従
わ
な
け
れ
ば

(
7
)

な
ら
な
い
こ
の
「
基
金
」
の
「
最
も
本
質
的
な
構
成
要
素
」
が
'
壮
襲
財

産
所
領
R
e
i
s
e
n
-
G
o
r
c
h
e
n
で
あ
る
。
先
述
の
A
n
t
o
n
と
二
人
の
息
子

は
A
u
g
u
s
t
の
直
系
子
孫
に
あ
た
り
、
後
述
す
る
W
。
d
z
i
c
k
i
蝣
P
o
t
o
c
k
i

両
伯
爵
は
設
立
者
の
女
系
親
族
の
系
統
に
属
す
る
。
こ
の
両
伯
爵
家
に
は

「
サ
J

設
立
定
款
に
お
い
て
'
「
性
襲
財
産
継
承
の
第
二
次
権
」
が
与
え
ら
れ
て

い
た
。後

代
ま
で
尾
を
引
く
複
雑
な
相
続
・
継
承
問
題
の
発
端
と
な
っ
た
の

が
'
設
立
定
款
第
三
条
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

た
。
「
し
か
し
'
承
継
の
た
め
に
聖
職
叙
階
さ
れ
た
上
述
の
全
家
系
の
子

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

1

　

1

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

孫
が
(
第
二
次
権
承
継
者
も
含
め
て
)
こ
と
ど
と
-
死
に
絶
え
て
し
ま
う

場
合
に
は
'
動
産
と
不
動
産
か
ら
成
る
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
聖
職
叙
階
基
金
の

す
べ
て
は
'
〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
〕
国
王
の
裁
断
に
基
づ
い
て
即
座
に
'
所
有
・

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

管
理
そ
し
て
用
益
の
た
め
に
国
民
教
育
委
員
会
(
N
a
t
i
o
n
a
l
e
r
z
i
e
h
u
n
g
s
-

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
へ
当
該
の
基

金
か
ら
生
じ
る
毎
年
の
全
収
入
は
、
貴
族
身
分
の
青
少
年
の
教
育
と
か
れ

ら
の
た
め
に
な
る
、
し
っ
か
り
し
た
学
問
の
養
成
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
な

W
m

ら
な
い
」
(
傍
点
筆
者
)
。
「
国
民
教
育
委
員
会
」
と
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

教
育
制
度
を
改
革
す
る
た
め
に
、
旧
来
の
イ
エ
ズ
ス
会
(
J
e
s
u
i
t
e
ロ
O
r
d
e
n
)

を
廃
止
し
て
'
一
七
七
三
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
文

(S)

部
省
」
で
あ
る
.
世
襲
財
産
設
立
者
A
u
g
u
s
t
侯
は
t
 
l
家
断
絶
の
際
に

は
へ
こ
の
「
委
員
会
」
に
「
基
金
」
の
全
財
産
が
寄
進
さ
れ
る
こ
と
を
定

め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
七
九
三
年
の
第
二
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
が
事
態
を

一
気
に
紛
糾
さ
せ
る
。
一
八
三
〇
年
以
降
ポ
ー
ゼ
ン
州
を
構
成
す
る
こ
と

ォ
)

に
な
る
'
ヴ
ィ
ス
ワ
河
(
W
i
s
l
a
)
流
域
と
ヴ
ァ
ル
タ
河
(
W
a
r
t
a
)
　
沿

い
の
大
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
方
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
割
譲
さ
れ
た
結
果
へ
ポ
ー
ラ

ン
ド
「
国
民
教
育
委
員
会
」
は
消
滅
の
や
む
な
き
に
立
ち
至
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
か
わ
っ
て
教
育
を
管
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
'
プ
ロ
イ

(
3
)

セ
ン
王
国
「
ポ
ー
ゼ
ン
州
学
校
教
育
局
L
 
P
r
o
v
i
n
z
i
a
l
s
c
h
u
l
k
o
l
l
e
g
i
u
m

z
u
P
o
s
e
n
o
d
.
K
o
n
i
g
l
i
c
h
e
s
P
r
o
v
i
n
z
i
a
l
s
c
h
u
l
k
o
l
l
e
g
i
u
m
だ
っ
た
.

こ
こ
で
次
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
'
設
立
定
款
軍
二
条
の
諸
条
件

が
満
た
さ
れ
る
と
き
へ
　
「
学
校
教
育
局
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
プ
ロ
イ
セ

(
2
)

ン
国
」
は
'
は
た
し
て
へ
「
教
育
委
員
会
の
権
利
承
継
者
と
し
て
、
〔
ス
ウ

コ
フ
ス
キ
侯
爵
の
〕
健
襲
財
産
農
場
を
要
求
す
る
請
求
権
を
持
つ
か
否
か

(512) 50
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(
3
)

の
問
題
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
著
名
な
法
学
者
D
r
.
H
e
i
n
r
i
c
h
D
e
r
n
b
u
r
g

(
l
八
二
九
～
1
九
〇
七
年
)
　
の
判
断
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

2
　
デ
ル
ン
プ
ル
ク
鑑
定

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
博
士
が
死
の
前
年
に
書
き
上
げ
た
一
九
〇
六
年
二
月
六

(S)

日
付
専
門
的
鑑
定
書
(
P
r
o
m
e
m
o
r
i
a
)
　
に
お
い
て
'
博
士
は
'
ロ
ー
マ

法
と
ド
イ
ツ
法
の
双
方
に
わ
た
る
該
博
な
知
識
を
縦
横
に
駆
使
し
た
堂
々

の
論
述
を
展
開
す
る
。
簡
単
な
前
書
き
の
の
ち
'
ま
ず
は
じ
め
に
か
れ
は

い
う
。
一
七
八
三
年
に
設
立
さ
れ
た
家
族
性
襲
財
産
に
つ
い
て
真
っ
先
に

規
準
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
法
規
範
は
'
1
九
〇
〇
年
l
月
1
日
の

『
ド
イ
ツ
民
法
典
』
B
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
s
 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
施
行
法
第
l
則
第
二

一
三
条
で
あ
る
。
「
遺
言
者
が
民
法
典
の
発
効
の
前
に
死
去
し
て
い
た
場

合
に
は
'
従
来
法
が
相
続
権
上
の
諸
関
係
に
と
り
引
き
続
い
て
規
準
と
さ

(S)

れ
る
」
。
そ
れ
故
へ
　
l
九
〇
〇
年
l
月
l
日
に
至
る
ま
で
ポ
ー
ゼ
ン
州
に

お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
『
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
-
法
典
』
が
次
に
参

照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
『
一
般
ラ
ン
-
法
典
』
　
の

諸
規
定
も
ま
た
'
一
八
仕
紀
末
に
設
立
さ
れ
た
憧
襲
財
産
の
法
関
係
を
規

制
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
へ
当
該
の
法
典
は
、
以
下
の

原
則
へ
す
な
わ
ち
へ
　
「
新
し
い
諸
法
律
は
、
す
で
に
生
起
し
て
し
ま
っ
た

(S)

行
為
と
事
件
に
は
適
用
さ
れ
え
な
い
」
と
い
う
'
同
法
典
の
序
文
第
一
四

条
に
詣
わ
れ
て
い
る
原
則
に
立
脚
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年

の
『
ド
イ
ツ
民
法
典
』
は
お
ろ
か
1
七
九
四
年
施
行
の
『
プ
ロ
イ
セ
ン
l

敗
ラ
ン
-
法
典
』
も
ま
た
へ
　
こ
れ
に
先
立
つ
年
代
の
一
七
八
三
年
に
設
定

さ
れ
た
哩
襲
財
産
に
と
っ
て
規
準
と
な
る
法
規
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な

-
'
か
つ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
存
立
時
に
お
け
る
適
用
法
は
「
ロ
ー

(S)

マ
・
普
通
法
」
d
a
s
r
①
m
i
s
c
h
e
u
n
d
g
e
m
e
i
n
e
 
R
e
c
h
t
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
へ
　
わ
れ
わ
れ
が
規
範
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
規

は
'
こ
れ
で
あ
る
。

問
題
の
焦
点
は
設
立
定
款
第
三
条
に
絞
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
原
文
を
翻
訳
し
た
際
の
次
の
よ
う
な
若
干
の
異
同
へ
す
な
わ
ち
へ

「
所
有
・
管
理
そ
し
て
用
益
の
た
め
に
国
民
教
育
委
員
会
に
引
き
渡
さ
れ

る
べ
し
」
と
別
訳
の
「
国
民
教
育
委
員
会
の
支
配
・
保
持
そ
し
て
用
益
に

委
ね
ら
れ
る
べ
し
」
と
の
文
言
上
の
違
い
に
は
'
取
り
立
て
て
い
う
ほ
ど

の
区
別
は
な
ん
ら
な
い
と
見
て
よ
い
。
け
だ
し
へ
最
後
の
世
襲
財
産
所
有

者
の
完
全
私
有
相
続
人
(
A
l
l
o
d
i
a
l
e
r
b
e
)
が
'
財
産
の
「
空
虚
な
所
有
権

(S)

(
虚
有
権
)
」
n
u
d
a
p
r
o
p
r
i
e
t
抑
s
(
n
a
c
k
t
e
s
 
E
i
g
e
n
t
u
m
)
だ
け
を
保
持

(g)

L
へ
他
方
へ
　
「
国
民
教
育
委
員
会
」
が
そ
の
「
用
益
権
」
　
N
u
t
z
n
i
e
B
u
n
g

を
持
つ
と
い
う
関
係
は
'
世
襲
財
産
設
定
者
A
u
g
u
s
t
の
意
図
と
は
到
底

見
な
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
-
て
か
れ
は
'
継
承
権
を

持
つ
と
指
定
さ
れ
た
男
系
の
す
べ
て
が
途
絶
え
て
し
ま
う
と
告
に
は
'
完

全
私
有
相
続
人
に
遺
産
が
受
け
継
が
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
へ
　
「
国
民

51 (513)



教
育
委
員
会
」
に
そ
れ
が
全
額
寄
進
さ
れ
る
こ
と
を
間
違
い
な
-
欲
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
は
'
以
上
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
て
'
プ
ロ
イ
セ
ン
国
が
ヘ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
世
襲
財
産
の
相
続
権
者

(
A
n
w
a
r
t
e
r
)
と
見
な
さ
れ
う
る
か
否
か
と
い
う
問
題
の
核
心
に
つ
い
て

は
'
仕
襲
財
産
管
轄
庁
た
る
当
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
高
裁
の
内
部
に
お
い
て
す

ら
、
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
た
o
す
な
わ
ち
第
一
民
事
部
は
こ
れ
を
否
定

し
'
第
四
民
事
部
は
逆
に
こ
れ
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
'
「
性

(S)

襲
財
産
=
親
族
法
に
か
ん
す
る
定
評
の
あ
る
法
学
者
」
た
る
デ
ル
ン
プ
ル

ク
博
士
の
判
断
は
'
は
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
か
れ
は
'
ま
ず
最

初
に
'
世
襲
財
産
の
本
質
論
か
ら
説
き
起
こ
す
。
そ
も
そ
も
へ
　
今
わ
れ

(
2
2
)

わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
「
家
族
休
債
襲
財
産
L
 
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
≡
i
c
h
e
s

F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
と
は
'
ひ
と
え
に
へ
　
あ
る
特
定
の
家
族
と
い
う
共
同
体

の
繁
栄
と
栄
光
に
役
立
て
ら
れ
る
べ
き
一
義
的
な
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ

(
3
)

る
.
こ
れ
は
l
つ
の
「
法
的
状
態
L
R
e
c
h
t
s
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
と
呼
ば
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
へ
　
こ
の
「
法
的
状
態
」
は
'
あ
る
家
族
の
財
産
が

明
文
を
も
っ
て
売
却
不
可
で
あ
る
と
宣
せ
ら
れ
、
そ
の
財
産
が
'
当
該
の

家
族
を
維
持
す
る
た
め
に
世
襲
的
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
起
す

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
『
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
-
法
典
』
第
二
編
第
四

章
の
第
二
節
第
二
三
条
の
概
念
規
定
は
'
こ
れ
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

「
あ
る
l
定
の
土
地
も
し
-
は
資
金
が
'
永
続
的
に
か
数
世
代
に
わ
た
る

か
し
て
'
一
家
族
の
も
と
に
と
ど
ま
り
続
け
る
べ
L
と
'
だ
れ
か
あ
る
人

(
3
)

が
指
定
す
る
と
き
へ
こ
れ
は
家
族
世
襲
財
産
と
名
付
け
ら
れ
る
」
。
仕
襲

財
産
(
紘
)
の
本
旨
か
ら
い
っ
て
、
真
っ
先
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
家
族

(
負
)
そ
の
も
の
で
あ
り
'
「
ポ
ー
ゼ
ン
州
学
校
教
育
局
」
が
ど
と
き

(
c
q
)

「
家
外
老
L
F
a
m
i
l
i
e
n
f
r
e
m
d
e
で
は
決
し
て
な
い
。

第
二
に
'
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
「
聖
職
叙
階
基

金
」
設
立
定
款
第
三
条
が
'
先
に
見
た
と
お
り
へ
「
国
民
教
育
委
員
会
」

に
か
ん
す
る
特
段
の
規
定
を
設
け
た
た
め
へ
鉛
雑
と
し
た
困
難
な
法
律
問

題
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
真
剣
に
検
討
さ
れ
な
け

(
ァ
)

れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
'
い
わ
ゆ
る
「
遺
贈
」
V
e
r
m
a
c
h
t
n
i
s
の
問
題
で

あ
る
。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
続
け
て
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
世
襲
財
産
設

定
者
に
由
来
す
る
通
産
(
N
a
c
h
l
a
B
)
の
す
べ
て
は
、
財
産
相
続
有
資
格

(
S
)

家
系
の
断
絶
後
'
「
受
遺
者
L
H
o
n
o
r
i
e
r
t
e
r
の
l
人
に
引
き
渡
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
'
先
の
設
立
定
款
第
三
条
に
よ
れ
ば
'
「
国

民
教
育
委
員
会
」
が
被
相
続
人
A
u
g
u
s
t
に
よ
っ
て
へ
受
適
者
と
す
る

(
h
o
n
o
r
i
e
r
e
n
)
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
の
「
聖
職
叙
階
基

金
」
は
'
有
資
格
家
系
断
絶
の
場
合
の
た
め
に
へ
仝
「
基
金
」
を
「
公
的
法

/
c
o
¥

(
.
C
M
J

人
」
た
る
「
国
民
教
育
委
員
会
」
に
遺
贈
す
る
(
v
e
r
m
a
c
h
e
n
)
こ
と
に

し
た
の
で
あ
っ
て
、
国
に
追
贈
し
た
の
で
は
竃
も
な
い
。
「
委
員
会
」
こ

(514) 52
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そ
が
設
立
定
款
に
お
い
て
出
揃
を
受
け
た
「
受
適
者
」
な
の
で
あ
る
。

c
m
)

第
三
に
'
「
遺
贈
の
取
得
」
E
r
w
e
r
b
 
d
e
r
 
V
e
r
m
a
c
h
t
n
i
s
s
e
に
か
ん

(
8
)

し
て
は
'
ロ
ー
マ
法
の
い
わ
ゆ
る
「
権
利
発
生
日
L
 
d
i
e
s
 
c
e
d
e
n
s
の
知

識
を
持
つ
こ
と
が
、
事
柄
の
帰
趨
を
決
す
る
ほ
ど
に
重
要
で
あ
る
へ
　
と
デ

ル
ン
プ
ル
ク
は
い
う
。
わ
た
し
は
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
博
士
の
詳
論
を
理

解
す
る
た
め
の
l
つ
の
前
提
と
し
て
'
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
M
a
x
K
a
s
e
r

教
授
に
よ
る
以
下
の
簡
潔
な
叙
述
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
「
遺
贈
か
ら

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
権
利
の
取
得
は
'
過
言
相
続
の
発
生
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ロ
ー
マ
人

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
、
権
利
発
生
日
を
'
取
得
の
た
め
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
べ
き
期
日
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

考
え
る
。
こ
れ
は
'
通
常
は
'
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
点
で
あ
る
。
も
し

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

遺
贈
に
不
確
定
の
期
間
へ
　
あ
る
い
は
条
件
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
へ
　
こ
の
期
限
の
到
来
あ
る
い
は
条
件
の
成
就
が
は
じ
め
て
権
利
発
生
日

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

1

-

　

r

と
な
る
・
-
-
。
権
利
発
生
日
〔
の
到
来
〕
に
よ
っ
て
へ
受
適
者
は
'
遺
贈

さ
れ
た
も
の
を
自
身
が
取
得
す
る
た
め
の
相
続
可
能
な
権
利
を
取
得
す

(S)る
」
(
傍
点
引
用
者
)
。
デ
ル
ン
プ
ル
ク
が
引
用
す
る
ラ
テ
ン
語
原
典
へ
ユ

ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
-
ヌ
ス
I
u
s
t
i
n
i
a
n
u
s
　
の
『
学
説
嚢
纂
』
D
i
g
e
s
t
a
中

の
d
i
e
s
c
e
d
i
t
(
期
日
が
到
来
す
る
)
に
か
ん
す
る
一
節
は
、
こ
の
こ
と

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を
明
確
に
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
遺
贈
ま
た
は
信
託
遺
贈
の
期
日

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

d
i
e
s
 
l
e
g
a
t
o
r
u
m
 
v
e
l
 
f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
o
r
u
m
　
が
到
来
す
る
時
。
し
か

し
、
も
し
も
残
さ
れ
る
通
産
が
条
件
つ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
-
-
そ
の
条

件
が
満
た
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
'
遺
贈
の
期
日
d
i
e
s
 
l
e
g
a
t
i
が
到
来
す
る

(
8
)

こ
と
は
な
い
」
(
傍
点
引
用
者
)
。
こ
の
よ
う
に
'
遺
贈
ま
た
は
信
託
遺
贈

(
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
)
が
あ
る
条
件
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
'

贈
与
(
Z
u
w
e
n
d
u
n
g
)
が
'
権
利
継
承
者
(
R
e
c
h
t
s
n
a
c
h
f
o
-
g
e
r
)
た
る

受
遺
著
の
手
に
移
る
こ
と
を
決
す
る
時
点
は
へ
　
そ
の
条
件
の
実
現
時
な
の

で
あ
る
。
「
権
利
発
生
日
」
の
到
来
は
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
で
あ
る
。
ス

ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
の
仕
襲
財
産
設
立
定
款
第
三
条
の
解
釈
に
'
「
こ
の
普

(
8
)
　
　
　
　
　
(
S
)

通
法
的
諸
原
理
」
が
「
適
用
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
'
な

ん
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の
詳
細
な
遺
贈
論
の
要
点

は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
れ
の
結
論
は
'
要
す
る
に
へ

ス
ウ
コ
フ
ス
キ
債
襲
財
産
は
'
設
立
定
款
第
三
条
記
載
の
「
条
件
」
が
成

就
し
た
あ
か
つ
き
に
は
t
 
d
i
e
s
 
c
e
d
e
n
s
の
到
来
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
'

「
受
達
者
」
た
る
「
国
民
教
育
委
員
会
」
の
手
中
に
帰
す
と
見
る
の
が
妥

当
で
あ
る
'
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

0
3
)

デ
ル
ン
プ
ル
ク
は
続
け
る
。
以
上
か
ら
、
次
の
「
法
的
命
題
」
が
お
の

ず
と
導
き
出
さ
れ
る
。
一
七
九
五
年
の
第
三
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
の
結

果
へ
　
「
国
民
教
育
委
員
会
」
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
「
委
員
会
」

が
前
か
ら
所
有
し
て
い
た
財
産
は
へ
こ
の
財
産
が
一
七
九
五
年
以
降
配
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
国
(
プ
ロ
イ
セ
ン
国
)
の
所
有
に
移
っ
た
と
い
う

こ
と
は
'
と
も
か
く
も
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
し
か
し
'
こ
の
点
は
あ
く
ま
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で
も
へ
廃
止
さ
れ
た
法
人
が
所
有
し
て
い
た
財
産
に
つ
い
て
の
み
当
て
は

ま
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
へ
今
は
解
散
さ
れ
て
し
ま
っ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

た
法
人
が
'
そ
の
存
続
中
に
は
'
な
ん
ら
確
定
的
な
権
利
を
保
持
し
て
い

な
か
っ
た
財
産
は
、
こ
う
し
た
所
有
権
の
移
転
と
は
全
-
無
関
係
で
あ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

る
。
い
わ
ん
や
'
「
権
利
発
生
日
」
が
遠
い
将
来
に
な
っ
て
あ
る
い
は
到

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

来
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
の
遺
贈
と
世
襲
財
産
(
信
託
遺
贈
)
に

つ
い
て
は
へ
　
な
お
さ
ら
の
こ
と
へ
上
述
の
意
味
で
の
国
へ
の
所
有
権
帰
属

な
ど
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
(
傍
点
筆
者
)
。
そ
れ
故
へ
　
ス

ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
家
の
場
合
'
1
七
八
三
年
の
設
立
定
款
第
三
条
の
問
題

は
'
一
七
九
五
年
に
「
受
適
者
」
た
る
「
国
民
教
育
委
員
会
」
が
そ
の
存

在
を
や
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
へ
当
該
の
「
追
贈
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

た
「
条
件
」
が
実
現
す
る
(
d
i
e
s
 
c
e
d
i
t
)
は
る
か
以
前
に
'
す
で
に
l
七

九
五
年
に
、
結
着
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
へ
　
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
へ
　
「
委
員
会
」
の
消
滅
と
と
も
に
へ
「
遺
贈
」

の
「
条
件
」
そ
の
も
の
も
消
え
う
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
ち
に
'
か
れ
独
自
の
提
言
を

開
陳
し
て
全
体
を
締
め
括
っ
て
い
る
。
博
士
の
提
言
を
聞
-
前
に
へ
第
一

次
大
戦
前
期
の
問
題
状
況
を
も
視
野
に
収
め
た
う
え
で
、
わ
た
し
は
'
今

ま
で
の
分
析
を
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
恩
う
。
プ
ロ
イ
セ

ン
国
は
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
国
民
教
育
委
員
会
」
の
権
利
承
継
者
と
は
見
な

さ
れ
難
い
。
し
た
が
っ
て
へ
国
に
は
ヘ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
世
襲
財
産
を
要
求

し
て
よ
い
法
的
に
正
当
な
請
求
権
は
な
い
。
こ
れ
が
第
一
。
設
立
定
款
第

三
条
の
条
件
は
'
第
一
次
大
戦
前
の
時
期
に
そ
の
実
現
を
見
た
。
け
だ

し
'
世
襲
財
産
継
承
権
を
持
つ
現
存
す
る
唯
一
の
家
系
の
最
た
る
現
所
有

者
A
n
t
o
n
の
二
人
の
男
子
は
、
一
九
〇
七
年
頃
に
は
す
で
に
他
界
し
て

0
8
)

い
た
こ
と
が
へ
あ
る
史
料
に
記
載
さ
れ
て
お
り
へ
ま
た
ア
ン
-
-
ン
侯
自

身
へ
　
1
九
〇
八
年
七
月
よ
り
l
年
以
内
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
'

(
」
)

別
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
七
月
の
時
点
で
生

存
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
'
ア
ン
ト
ー
ン
の
妻
J
o
s
e
f
a
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
。
そ
し
て
第
三
に
'
当
該
の
世
襲
財
産
は
'
現
在

の
所
有
者
が
死
去
し
た
時
に
は
'
完
全
私
有
財
産
(
A
〓
o
d
)
と
な
り
へ
完

全
私
有
相
続
人
の
手
に
帰
着
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
　
-
　
デ
ル
ン
ブ
ル
ク

の
詳
説
か
ら
お
の
ず
と
帰
結
さ
れ
る
最
終
的
結
論
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。

最
後
に
'
目
下
の
国
際
情
勢
(
S
t
a
a
t
s
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
e
)
を
勘
案
し
た
う

え
で
同
博
士
が
勧
め
る
実
際
的
解
決
策
は
、
こ
う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
へ

「
国
民
教
育
委
員
会
」
の
廃
止
後
に
'
世
襲
財
産
設
立
者
の
道
志
が
実
現

さ
れ
う
る
法
形
式
を
規
定
す
る
こ
と
は
難
し
か
ろ
う
。
し
か
し
'
そ
れ

は
'
世
襲
財
産
の
完
全
私
有
相
続
人
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
と
の
和
解
を
通
じ

て
'
な
ん
と
か
達
成
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
へ
当
該

の
所
領
か
ら
生
じ
る
収
入
の
l
部
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
と
完
全
私
有
相
続

(516) 54
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人
と
の
協
力
の
も
と
で
'
低
俗
身
分
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
青
少
年
層
の

育
成
の
た
め
に
へ
貴
族
子
弟
の
教
育
を
行
な
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
学
校
に

献
呈
さ
れ
る
と
い
う
打
開
策
が
模
索
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

現
在
へ
残
念
な
が
ら
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
と
有
産
貴
族
身
分
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
と
の
問
に
は
'
根
強
い
不
信
感
が
わ
だ
か
ま
っ
て
い
る
。
両
者
に
と
っ

て
不
幸
な
こ
と
に
'
こ
う
し
た
悪
感
情
の
状
態
か
ら
最
大
の
利
益
を
引
き

(
8
)

出
す
の
は
へ
　
た
だ
た
ん
に
、
「
無
政
府
主
義
的
革
命
諸
政
党
」
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
へ
　
こ
こ
で
そ
の
輪
郭
の
み
を
描
い
た
意
味
で
の
和

OS)

解
が
実
現
す
る
あ
か
つ
き
に
は
、
そ
れ
は
'
「
よ
り
良
い
未
来
の
費
明
」

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
今
の
法
体
系
に
通
暁
し
た
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
博

士
は
'
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
筆
を
摘
い
て
い
る
。
そ
れ
は
'
法
学
の
老
大

家
ら
し
く
、
あ
く
ま
で
す
き
の
な
い
法
理
の
構
築
を
心
が
け
な
が
ら
へ
同

時
に
へ
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
立
場
に
も
充
分
な
理
解
を
示
し
た
説
得
力
に
富

む
も
の
で
あ
っ
た
。

3
　
事
態
の
推
移

(S)

次
に
'
一
九
〇
九
年
七
月
二
日
付
皇
帝
宛
文
部
省
局
長
文
書
に
依
拠
し

な
が
ら
へ
一
九
一
二
年
八
月
五
日
の
皇
帝
勅
令
へ
と
至
る
事
態
の
推
移
を

跡
づ
け
て
お
き
た
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
文
部
省
を
頂
点
と
す
る
教
育
行
政
の

管
理
当
局
は
'
「
ポ
ー
ゼ
ン
州
学
校
教
育
局
」
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
教
育
委

員
会
」
の
権
利
継
承
者
と
見
な
す
と
と
も
に
、
憧
襲
財
産
継
承
の
「
第
二

次
権
」
は
失
効
し
て
す
で
に
久
し
い
へ
　
と
主
張
し
続
け
て
き
た
。
こ
の
あ

と
の
方
の
見
解
に
反
対
し
て
一
九
〇
一
年
に
提
訴
し
た
の
が
'
ロ
シ
ア
出

身
の
T
h
o
m
a
s
・
W
l
a
d
i
s
l
a
u
s
そ
し
て
A
u
g
u
s
t
 
S
t
a
n
i
s
l
a
u
s
の
い
ず

れ
も
　
P
o
t
o
c
k
i
家
の
三
伯
爵
で
あ
る
。
こ
の
訴
え
は
、
三
級
審
の
す
べ

て
に
お
い
て
'
最
後
的
に
は
一
九
〇
四
年
七
月
一
一
日
の
ド
イ
ツ
帝
国
最

高
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ
と
ど
と
-
棄
却
さ
れ
た
。
し
か
し
、
設
立
者
の
子

ォ
)

孫
の
死
滅
後
へ
当
該
の
仕
襲
財
産
が
「
自
由
な
完
全
私
有
財
産
」
に
な
る

の
か
ど
う
か
へ
　
そ
し
て
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
が
本
当
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
教
育

委
員
会
」
の
権
利
継
承
者
と
見
な
さ
れ
う
る
の
か
否
か
と
い
う
永
年
に
わ

た
る
二
つ
の
懸
案
は
'
と
も
に
へ
か
の
訴
訟
に
よ
っ
て
は
解
決
さ
れ
な
か

っ
た
。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
鑑
定
書
(
一
九
〇
六
年
)
が
出
た
の
は
こ
の
あ

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
既
述
の
と
お
り
へ
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
プ
ロ
イ
セ
ン
国

庫
の
請
求
権
は
'
論
外
と
断
言
で
き
る
ほ
ど
に
全
-
疑
わ
し
い
t
　
と
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

ア
ン
-
-
ン
・
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
の
完
全
私
有
相
続
人
数
人
が
、
当
局
の

圧
力
に
従
う
形
で
'
文
部
省
局
長
に
た
い
し
て
和
解
の
申
し
出
を
行
な
っ

た
の
は
'
続
-
一
九
〇
七
年
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
t
の
オ

ー
ス
-
-
ア
の
1
等
枢
密
顧
問
官
・
オ
ー
ス
ト
-
ア
上
院
議
員
兼
皇
帝

(
F
r
a
n
z
 
J
o
s
e
f
　
世
)
侍
従
長
(
K
a
m
m
e
r
e
r
)
A
n
t
o
n
 
W
o
d
z
i
c
k
i

a
u
f
K
o
s
c
i
e
l
e
c
伯
爵
へ
用
ワ
ル
シ
ャ
ワ
出
身
の
H
e
i
n
r
i
c
h
P
o
t
o
c
k
i
伯

55 (517)



爵
'
そ
し
て
'
伺
J
o
s
e
f
a
 
S
u
t
k
o
w
s
k
i
侯
爵
夫
人
t
　
で
あ
っ
た
。
文
部

省
局
長
は
、
大
蔵
大
臣
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
う
え
で
、
こ
の
件
の
和

解
に
よ
る
解
決
に
賛
成
す
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
、
W
o
d
z
i
c
k
i
　
伯
爵
の
オ
ー
ス
ト
-
ア
皇
室
に
お
け
る
立
場
を
配
慮
し

て
、
こ
の
案
件
の
平
和
的
処
理
を
と
-
に
重
要
視
し
た
。
比
較
的
長
期
に

わ
た
る
交
渉
の
の
ち
'
ア
ン
-
-
ン
・
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
自
身
を
含
む

関
係
当
事
者
間
の
合
意
が
1
九
〇
八
年
七
月
l
〇
日
に
成
立
す
る
。
そ
の

内
容
は
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
へ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
家
の
世

襲
財
産
は
'
現
所
有
者
ア
ン
ト
ー
ン
の
死
後
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
所
有

と
な
り
へ
　
そ
の
自
由
で
無
制
限
な
処
理
に
任
さ
れ
る
。
第
二
に
'
こ
れ
に

た
い
し
て
国
は
侯
爵
に
約
四
〇
万
マ
ル
ク
の
貨
幣
を
手
渡
す
と
と
も
に
t

R
e
i
s
e
n
　
城
内
の
家
財
・
蔵
書
・
古
文
書
類
と
若
干
の
積
立
金
を
'
完
全

私
有
財
産
の
構
成
要
素
と
し
て
認
め
る
。
第
三
に
'
国
は
t
 
W
o
d
z
i
c
k
i
-

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

P
o
t
o
c
k
i
両
伯
爵
に
'
国
に
帰
属
し
た
世
襲
財
産
価
額
の
半
額
を
支
払
う

も
の
と
す
る
。
以
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
意
は
'
家
族
決
議
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
'
一
九
〇
八
年
九
月
二
日
へ
所
轄
の
ポ
ー
ゼ
ン
高
裁
に
通
達

さ
れ
た
の
で
あ
る
(
傍
点
筆
者
)
0

4
　
国
の
最
終
決
定

l
九
l
二
年
七
月
三
l
日
へ
農
林
・
大
蔵
両
大
臣
は
ヘ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ

(
3
)

世
襲
財
産
の
件
に
か
ん
す
る
上
奏
書
を
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
に
送
っ
た
。
国

の
対
応
策
が
最
終
的
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
節
の
結
び
と

し
て
、
さ
き
の
一
九
〇
九
年
七
月
二
日
付
文
部
省
文
書
を
う
け
て
検
討
・

執
筆
さ
れ
た
こ
の
上
奏
書
の
要
点
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
以
下

の
四
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
へ
一
九
〇
八
年
九
月
二
日
の
家
族
決
議

は
'
つ
と
に
'
ポ
ー
ゼ
ン
高
裁
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
'
当
該
の
所
嶺
の
管

理
も
、
公
的
財
務
行
政
機
関
(
ポ
ー
ゼ
ン
州
庁
の
「
直
接
税
・
御
料
地
・

(
3
)

森
林
担
当
部
局
」
)
　
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
目
下
の
状
況
は
'

プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
に
と
っ
て
き
わ
め
て
好
都
合
で
あ
る
。
家
族
決
議
の
正

式
の
承
認
に
反
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
行
な
っ
た
A
u
g
u
s
t
 
P
o
t
o
c
k
i

伯
爵
の
訴
え
は
'
す
で
に
棄
却
さ
れ
て
い
る
し
、
一
方
'
継
承
権
者
と
し

て
立
ち
現
れ
た
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
家
ゆ
か
り
の
一
連
の
人
々
が
実
行
し
た
異

議
申
し
立
て
も
ま
た
'
一
九
一
二
年
七
月
1
　
1
日
の
ド
イ
ツ
帝
国
最
高
裁

判
所
判
決
に
よ
り
こ
と
ご
と
く
斥
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ス
ウ
コ
フ
ス

キ
憧
襲
財
産
は
'
こ
れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
に
帰
属
す

る
こ
と
が
決
し
た
。
第
三
に
、
諸
掛
か
り
を
控
除
し
た
堆
襲
財
産
の
価
額

は
'
七
'
九
二
八
へ
〇
〇
〇
マ
ル
ク
と
確
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
へ
完
全

私
有
相
続
人
に
は
'
そ
の
半
額
の
三
へ
九
六
四
へ
〇
〇
〇
マ
ル
ク
が
示
談

金
(
A
b
㌢
d
u
ロ
g
s
s
u
m
m
e
)
と
し
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
最
後
に
'
植
民
事
業
推
進
の
た
め
に
へ
R
e
i
s
e
n
-
G
o
r
c
h
e
n
所
領
を

ポ
ー
ゼ
ン
州
の
「
植
民
委
員
会
」
に
引
き
渡
す
こ
と
が
'
両
大
臣
に
よ
っ

(518) 56
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て
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
条
件
は
'
上
述
の
示
談
金
と
訴

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

訟
費
用
等
の
諸
経
費
に
加
え
て
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
に
払
い
込
ま
れ
る
べ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

き
三
百
万
マ
ル
ク
の
現
金
を
'
同
「
植
民
委
員
会
」
の
法
定
積
立
金
か
ら

支
払
う
べ
L
t
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
(
傍
点
筆
者
)
0

こ
れ
を
全
面
的
に
認
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
勅
令
が
農
林
・
大
蔵
両

大
臣
宛
に
下
っ
た
の
は
'
上
奏
書
送
付
の
五
日
後
へ
　
l
九
一
二
年
八
月
五

日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
マ
グ
ナ
-
ト

の
世
襲
財
産
は
消
失
し
た
。
そ
れ
は
'
分
割
さ
れ
'
ド
イ
ツ
人
の
「
内
地

植
民
」
用
に
振
り
向
け
ら
れ
'
結
局
、
オ
ス
-
マ
ル
ケ
ン
・
ポ
ー
ゼ
ン
州

に
お
け
る
ド
イ
チ
エ
ト
ゥ
I
ム
の
維
持
・
強
化
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
土
地
は
ド
イ
ツ
人
の
そ
れ
に
転
化
し
た
。
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H
i
s
t
.
A
b
t
.
I
I
,
2
.
2
.
1
,
N
r
.
3
1
1
6
2
,

B
1
.
1
2
4
,
e
t
p
a
s
s
i
m
.
史
料
は
事
実
叙
述
と
題
す
る
も
の
(
e
b
e
n
d
a
,

B1.124-130.)-

O)　Ebenda,B1.124.

(
o
o
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
2
5
.

(
a
>
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
I
A
2
5
i
.

(
2
)
　
ス
テ
フ
ァ
ン
・
キ
ェ
ニ
ェ
-
ヴ
ィ
チ
編
、
加
藤
l
夫
・
水
島
孝

生
訳
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
』
-
'
恒
文
社
'
一
九
八
六
年
へ
三
三
八
ペ

-

・

:

.

N

-

(
m
)
　
V
g
1
.
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
I
.

(
2
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
a
.
a
.
0
.
,
B
1
.
1
2
6
,
e
t
p
a
s
s
i
m
.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
8
0
.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
6
8
.
P
r
o
m
e
m
o
r
i
a
と
題
す
る
史
料
。

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
0
-
1
7
5
.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
1
.

(
」
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
1
;
A
L
R
,
S
.
5
1
.

(
2
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
a
.
a
.
O
:
B
1
.
1
7
1
.

(

2

)

へ

(

9

)

　

E

b

e

n

d

a

,

B

1

.

1

7

2

.

f
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
m
.

'
(
2
3
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
2
.

(
S
i
)
　
A
L
R
,
S
.
4
1
1
.

(
S
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
a
.
a
.
0
.
,
B
1
.
1
7
3
.
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(
S
S
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
3
f
.

C
S
5
)
t
K
c
<
l
J
'
'
(
g
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
3
.

(
3
)
　
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
ザ
1
、
柴
田
光
蔵
訳
『
ロ
ー
マ
私
法
概
説
』

創
文
社
へ
　
l
九
七
九
年
へ
五
九
六
-
五
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
8
)
　
D
Z
A
M
e
r
s
e
b
u
r
g
,
a
.
a
.
0
.
,
B
1
.
1
7
3
f
.

K
.
c
o
j
t
K
c
o
J
t
(
」
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
4
.

(
&
)
　
V
g
1
.
e
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
6
8
.

(
」
)
　
注
(
?
)
に
示
す
史
料
。

(

S

D

へ

(

S

)

　

E

b

e

n

d

a

,

B

1

.

1

7

5

.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
7
9
-
1
8
3
.

(
3
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
8
0
.

(
2
1
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
8
4
f
.

(
S
)
　
E
b
e
n
d
a
,
B
1
.
1
8
3
.

五
　
結
論
I
l
つ
の
試
論
と
し
て
　
-

土
地
面
積
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
し
か
な
い
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
エ
ン
家

の
世
襲
財
産
H
i
l
a
r
h
o
f
-
B
a
c
h
o
r
z
e
w
　
は
'
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
-
バ
ー

(
1
)

(
M
a
x
W
e
b
e
r
)
が
'
一
九
〇
三
年
の
『
家
族
性
襲
財
産
法
仮
草
案
』
を
系

統
的
に
批
判
し
た
大
作
『
プ
ロ
イ
セ
ン
仕
事
財
産
問
題
の
農
業
統
計
-
社

(
2
)

会
政
策
的
考
察
』
　
(
1
九
〇
四
年
)
に
お
い
て
分
析
し
た
い
わ
ゆ
る
「
小

(
3
)

性
襲
財
産
」
k
l
e
i
n
e
s
 
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
　
の
部
類
に
属
す
る
。
か
れ
に
よ

れ
ば
'
そ
れ
は
ヘ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
家
の
R
e
i
s
e
n
-
G
o
r
c
h
e
n
所
領
が

「
・
I
j

ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
も
う
1
方
の
「
大
世
襲
財
産
」
g
r
o
B
e
s
 
F
i
-

d
e
i
k
o
m
m
i
B
　
と
は
、
あ
る
重
要
な
性
格
的
相
異
の
点
で
鮮
や
か
な
対
照

「
L
-
'
>

を
成
す
も
の
だ
っ
た
。
か
つ
て
'
わ
た
し
は
こ
の
問
題
を
l
つ
の
小
稿
で

論
じ
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
的
論
点
の
骨
子
の
一
部
を
示
せ
ば
こ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ェ
-
バ
ー
は
t
 
T
方
で
は
'
資
本
に
と
っ
て
の

能
動
的
基
盤
た
る
へ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
意
味
で
の
合
理
的
賃
労
働
の
前
提

を
全
般
化
す
る
と
と
も
に
へ
も
は
や
資
本
蓄
積
に
と
っ
て
の
障
害
=
阻
害

要
因
た
り
え
な
い
か
ぎ
り
で
の
　
-
　
「
大
憧
襲
財
産
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
　
-
　
合
理
的
大
土
地
所
有
を
安
定
的
に
構
築
し
'
同
時
に
他
方
に
お

い
て
は
、
景
気
変
動
に
た
い
す
る
弾
力
性
と
順
応
性
を
欠
き
、
ま
た
へ
資

本
投
下
の
制
限
と
な
る
は
か
な
-
'
加
え
て
へ
金
利
に
寄
食
す
る
レ
ン
-

ナ
I
の
培
養
基
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
'
所
有
と
経
営
が
合
体
し
た

「
小
世
襲
財
産
」
に
顕
著
に
妥
当
す
る
土
地
所
有
の
不
合
理
的
要
素
を
徹

底
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
へ
ド
イ
ツ
=
プ
ロ
イ
セ
ン
の
土
地
所
有
階

層
全
般
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
合
理
化
を
す
み
や
か
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
政

策
的
立
場
を
一
貫
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
と
か
か
わ
っ
て
'
土
地

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

売
却
代
金
の
信
託
投
資
も
し
-
は
土
地
所
有
の
み
へ
の
投
資
を
定
め
た
シ

ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
世
襲
財
産
設
立
定
款
の
一
規
定
は
'
同
家
が
所

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

有
す
る
移
し
い
有
価
証
券
類
と
と
も
に
へ
地
主
兼
金
利
生
活
者
と
し
て
の

「
小
世
襲
財
産
」
所
有
者
の
社
会
経
済
的
正
体
を
窺
わ
せ
て
余
り
あ
る
'
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帝政ドイツのポーランド人政策と性襲財産

と
い
う
意
味
に
お
い
て
興
味
深
い
。
「
小
世
襲
財
産
」
の
一
典
型
例
た
る

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
エ
ン
家
の
所
領
は
へ
　
い
ま
l
度
ヴ
ェ
I
バ
ー
の
口
吻
を

,

,

,

,

(

6

)

借
り
る
な
ら
ば
へ
　
い
わ
ば
「
不
労
所
得
L
 
P
f
r
u
n
d
e
世
襲
財
産
に
は
か
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ェ
-
バ
I
が
批
判
の
狙
上
に
上
せ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
世
襲
財
産
政
策
の

推
移
に
つ
い
て
'
い
ま
少
し
付
言
し
て
お
こ
う
。
政
府
は
'
一
九
〇
三
年

の
草
案
が
廃
案
に
追
い
込
ま
れ
る
と
へ
そ
の
十
年
後
の
l
九
一
三
年
末
に

(
7
)

は
'
『
家
族
世
襲
財
産
と
家
族
基
金
に
か
ん
す
る
法
律
草
案
』
を
用
意
す

る
。
こ
の
法
案
は
そ
の
後
'
若
干
の
改
訂
を
施
さ
れ
て
か
ら
、
一
九
一
七

年
一
月
二
二
日
へ
　
『
家
族
世
襲
財
産
、
仕
襲
農
場
お
よ
び
家
族
基
金
に
か

em.

ん
す
る
法
律
草
案
』
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
下
院
に
提
出
さ
れ
る
。
マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
-
バ
ー
が
、
同
年
三
月
一
日
の
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
」
に

第8表　憧襲財産の成立
(プロイセン国全体)

1 9 0 0年 まで 1, 0 8 3

1 9 0 1′～0 5 5 9

1 9 0 6～ 1 0 10 2

19 1 1′～ 12 33

合 計 1 ,2 7 7

(出典) DZA Merseburg, Hist.
Abt. II, 2.2.1, Nr.30788,

S.30f.より作成。

掲
載
さ
れ
た
「
戦
時
利
得
の

(
9
)

貴
族
化
」
と
題
す
る
へ
小
論

な
が
ら
示
唆
に
富
む
時
事
的

論
説
に
お
い
て
再
度
批
判
の

対
象
と
し
た
法
案
は
'
こ
れ

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事

態
の
進
展
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
'
要
す
る
に
へ
一
九
〇

四
年
時
点
で
の
ヴ
ェ
-
バ
I
の
根
本
的
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
算
一
次

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

大
戦
へ
と
至
る
時
期
に
お
い
て
「
小
仕
襲
財
産
」
形
成
の
動
き
が
続
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
第
八
表
参
照
)
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
個
別

事
例
は
'
こ
う
し
た
全
体
的
動
向
の
l
環
で
あ
っ
た
O

こ
こ
で
二
つ
の
論
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
へ
　
「
近
代
的
成

(
2
)

金
仕
襲
財
産
」
と
し
て
の
「
小
世
襲
財
産
」
の
創
設
は
、
大
戦
中
に
む
し

ろ
加
速
化
さ
れ
る
。
「
巨
覇
の
戦
時
利
得
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
全
-
白

(S)

由
で
際
限
の
な
い
家
族
世
襲
財
産
形
成
」
が
'
そ
れ
で
あ
る
。
貨
幣
の

(S)

「
土
地
所
有
と
世
襲
財
産
形
成
へ
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
　
(
M
・
ヴ
ェ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

-
バ
ー
)
と
い
う
一
語
に
見
事
に
集
約
さ
れ
る
ド
イ
ツ
資
本
主
義
・
帝
国

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

主
義
の
土
地
所
有
利
害
へ
の
傾
斜
と
そ
の
根
強
さ
が
、
ま
ず
も
っ
て
へ
指

摘
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
一
に
'
オ
ス
ト
マ
ル
ケ
ン
の
中
核
た

る
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
あ
っ
て
'
「
小
惟
襲
財
産
」
の
設
立
に
は
'
独
特
の
役

割
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
根
拠
と
さ
れ
た
ド
イ
チ
ユ
ト
ゥ

(
2
)

-
ム
の
維
持
・
強
化
と
垂
異
一
体
の
関
係
に
立
つ
　
「
コ
ラ
の
党
類
L
 
d
i
e

R
o
t
t
e
K
o
r
a
h
の
一
つ
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
的
要
素
の
締
め
出
し
と

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
う
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
の
東
方
政
策
に
お
け
る
民
族
的
・

国
防
的
観
点
の
優
越
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憧
襲
財
産
は
'

ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
本
質
的
特
質
を
否
定
す
べ
-
も
な
-
色
づ
け
る
こ
の

二
つ
の
事
柄
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
'
す
ぐ
れ
て
有
力
な
社
会
経
済
的
拠

59 (521)



第1図　所鎮処理と性襲財産の消滅

プ
　
ロ
イ
セ
　
ン
国
民

公
債

ポ
ー
ゼ
ン
植
民
委
員
会

土
地

300万マルク

プ
ロ
イ
セ
ン

国
　
庫

完
全
私
有
相
続
人

(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
系
)

貨
幣

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
世
襲
財
産

消
失

°
　
°

経
過

結
果

点
と
し
て
の
役
割
を
果
す
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
担
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
仕
襲
財
産
論
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の
世
襲
財
産
を
も

視
野
に
収
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
の
膨
ら
み
と
拡
が
り
を
増
し

加
え
る
。
第
一
図
を
見
よ
う
。
こ
こ
に
は
'
四
節
で
分
析
し
た
史
実
が
図

示
的
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
侯
爵
家
の
所
領
は
'
本
来
、

世
襲
財
産
(
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
v
e
r
m
o
g
e
n
)
の
相
続
権
を
有
す
る
家
系
の
断

絶
に
伴
い
'
世
襲
財
産
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
だ
け
で
、
完
全
私
有
財
産

(
A
l
l
o
d
i
a
l
v
e
r
m
o
g
e
n
)
と
し
て
l
門
の
だ
れ
か
に
引
き
継
が
れ
て
し
か
る

べ
き
土
地
所
有
で
あ
っ
た
。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
博
士
の
撤
密
で
良
心
的
な
法

律
論
が
'
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
だ
が
'
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
執
行
し

た
措
置
は
'
こ
れ
と
は
違
う
全
-
の
別
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
へ
政
府

は
t
 
l
方
に
お
い
て
'
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
の
所
有
権
を
強
弁
し
て
、
性
製

財
産
と
し
て
の
法
的
属
性
を
失
効
さ
せ
'
同
時
に
他
方
で
は
'
遺
産
の
完

全
私
有
相
続
人
に
示
談
金
を
支
払
い
、
こ
れ
と
の
和
解
を
図
っ
て
'
起
こ

り
う
べ
き
困
難
な
裁
判
沙
汰
を
あ
ら
か
じ
め
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
へ
結

果
的
に
見
て
す
ぐ
れ
て
平
和
裡
に
、
七
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
突
破
す

る
き
わ
め
て
広
大
な
土
地
を
ポ
ー
ゼ
ン
　
「
植
民
委
員
会
」
の
所
有
に
帰
着

さ
せ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の
性
襲
財
産
は
跡
形
も
な
-
消
え
去
り
、

そ
れ
は
、
植
民
者
た
る
ド
イ
ツ
人
農
民
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
へ
仕
襲
財
産
価
額
は
ほ
ぼ
二
等
分
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
と
完
全
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私
有
相
続
人
の
有
力
者
が
そ
れ
を
折
半
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
,
そ
の
手
法
た
る
や
'
目
を
瞳
ら
せ
る
ほ
ど
の
鮮
や
か
さ
だ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

っ
た
。
事
態
の
経
済
的
側
面
に
即
す
る
か
ざ
り
で
い
え
ば
'
そ
れ
は
'
プ

ロ
イ
セ
ン
政
府
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
一
挙
両
得
の
所
領
処
理
法
だ
っ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
位
襲
地
の
ド
イ
ツ
人
入
植
地

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

へ
の
転
化
を
帰
結
し
た
こ
の
処
置
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
の
側
に
立
っ
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

こ
れ
を
見
る
と
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
か
ら
無
償
で
土
地
所
有
を
奪
取
す

る
と
と
も
に
、
片
や
で
は
'
「
植
民
委
員
会
」
か
ら
こ
れ
と
引
き
換
え
に

巨
額
の
貨
幣
を
入
手
す
る
と
い
う
巧
妙
な
や
り
方
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
。
さ
ら
に
そ
の
際
、
公
債
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
が
こ
う
し
た
ド
イ
ツ

人
入
植
地
取
得
措
置
の
一
財
源
と
さ
れ
て
い
た
点
が
'
看
過
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
「
土
地
収
用
法
」
算
三
条
の
重
要
規
定
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

次
は
'
法
的
側
面
で
あ
る
。
政
府
は
'
ま
ず
第
一
に
へ
　
ス
ウ
コ
フ
ス
キ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

設
立
定
款
算
三
条
に
お
け
る
「
家
族
基
金
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
教
育
委

員
会
へ
」
と
い
う
規
定
の
目
的
を
'
「
同
委
員
会
か
ら
ポ
ー
ゼ
ン
州
学
校

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

教
育
局
を
経
て
プ
ロ
イ
セ
ン
国
庫
へ
」
と
の
解
釈
に
よ
り
百
八
十
度
変

、
,
,
,
,
　
,
,
,
,
a
i
　
　
　
　
　
,
,
、

え
'
も
っ
て
へ
い
わ
ば
世
襲
財
産
の
「
崩
落
財
産
」
c
a
d
u
c
u
m
　
へ
の
強

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

権
的
転
化
を
断
行
し
、
次
に
返
す
刀
で
'
「
国
と
完
全
私
有
相
続
人
に
よ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
協
力
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
所
領
収
入
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
学
校
へ
の
一

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

部
寄
進
」
を
勧
告
す
る
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
和
解
提
案
を
'
「
国
と
有
力
相

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

1

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

続
人
と
の
和
解
を
介
し
た
所
領
全
体
の
ド
イ
ツ
植
民
委
員
会
へ
の
譲
渡
」

と
い
う
内
容
に
換
骨
奪
胎
し
た
。
そ
の
上
二
九
〇
四
年
と
一
九
l
二
年

の
二
度
に
わ
た
り
下
さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
最
高
裁
判
所
に
よ
る
'
当
該
の

件
に
か
ん
す
る
訴
え
の
棄
却
が
明
示
し
て
い
る
の
は
'
徹
頭
徹
尾
国
側
に

立
つ
法
解
釈
に
専
念
し
た
帝
政
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
見
ら
れ
た
反
動
的
姿

(
2
)

勢
そ
の
も
の
で
あ
る
。
本
件
は
、
「
第
二
帝
制
の
憲
法
学
の
主
流
」
た
る

ラ
ー
バ
ン
ト
(
P
a
u
l
L
a
b
a
n
d
)
国
法
学
の
現
実
へ
の
適
用
例
の
一
典
型

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
,
「
土
地
収
用
法
」
(
一
九
〇
八
年
)
の
成
立
を
頂
点
と
す
る

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
土
地
闘
争
」
の
全
過
程
が
、
当
該
の
世
襲
財
産
消
滅
事
件
の
社
会
経
済

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

的
-
政
策
的
背
景
を
形
作
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ス

ウ
コ
フ
ス
キ
家
の
性
襲
財
産
の
消
滅
が
決
ま
っ
た
l
九
l
二
年
と
い
え

ば
,
土
地
収
用
政
策
が
実
地
に
移
さ
れ
'
約
一
へ
七
〇
〇
～
二
九
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
強
制
収
用
四
件
が
敢
行
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
「
植
民
委
員
会
」
が
入
手
し
え
た
土
地
と
し
て
は
'
問
題
の
所
領
約

七
'
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
こ
れ
に
付
け
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
行
な
っ
た
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
所
有
所
領

の
没
収
措
置
は
'
た
と
え
ど
の
よ
う
に
合
法
的
体
裁
を
取
り
繕
う
も
の
だ

っ
た
と
し
て
も
'
そ
の
実
'
健
襲
財
産
承
継
家
系
断
絶
の
又
と
な
い
好
機

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を
ぬ
か
り
な
く
捉
え
た
'
い
わ
ば
土
地
収
用
法
に
拠
ら
な
い
事
実
上
の
収
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用
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
'
同
じ
1
九
l
二
年
の
強

制
収
用
と
と
も
に
へ
　
1
九
世
紀
の
八
〇
年
代
以
降
す
で
に
数
十
年
の
永
き

に
わ
た
っ
て
闘
わ
れ
て
き
た
あ
の
深
刻
苛
烈
な
「
土
地
樹
争
」
の
最
後
の

一
頁
に
書
き
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
重
要
事
で
あ
っ
た
t
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
土
地
政
策
遂
行
上
の
解
決
策
が
'
宰

相
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
W
o
d
z
i
c
k
i
伯
爵
へ
の
気
配
り
に
あ
か
ら
さ
ま
に
示
さ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

れ
て
い
る
と
お
り
、
友
国
オ
ー
ス
ト
-
ア
と
の
国
際
関
係
を
優
先
的
に
配

慮
し
た
政
治
臭
の
強
い
7
面
を
併
せ
持
つ
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
'
忘
れ
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
総
じ
て
へ
　
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
成
立
と
消
滅
と
い
う
正
反
対
の
終
局

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
エ
ン
家
と
ス
ウ
コ
フ
ス
キ
家

の
二
つ
の
世
襲
財
産
に
た
い
し
て
執
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
=
ド
イ
ツ
政
府
の

方
策
は
'
い
ず
れ
も
'
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
最
良
の
腰
」
た
る
オ
ス
ト
マ
ル

ケ
ン
の
中
核
へ
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
「
土
地
の
ゲ
ル
マ
ン
化
」
を
断
固
と
し
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

推
し
進
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
一
点
に
お
い
て
'
帝
政
ド
イ
ツ
の
土
地
政

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

策
と
し
て
首
尾
l
賞
し
た
共
通
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
l
方

で
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
マ
グ
ナ
1
-
に
た
い
す
る
仮
借
な
い
所
領
処
理
法

(S)

は
'
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
前
稿
で
分
析
し
た
'
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
が
ド
イ

ッ
東
部
の
地
に
持
つ
仕
襲
財
産
の
清
算
(
L
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n
)
と
ま
さ
し
く
一

対
を
成
す
処
置
で
も
あ
っ
た
。
清
算
と
事
実
上
の
収
用
と
い
う
形
式
上
の

違
い
こ
そ
あ
れ
へ
両
者
は
と
も
に
へ
プ
ロ
イ
セ
ン
-
ド
イ
ツ
政
府
が
強
行

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

し
た
土
地
収
用
政
策
の
重
要
な
一
翼
を
担
う
そ
の
具
体
的
実
例
以
外
の
な

に
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
'
第
一
次
大
戦
(
前
)
期

に
あ
っ
て
'
フ
ラ
ン
ス
人
貴
族
の
世
襲
財
産
も
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
貴
族
の

そ
れ
も
、
二
つ
な
が
ら
に
へ
　
ド
イ
ツ
　
(
東
部
)
　
の
地
か
ら
そ
の
姿
を
消
し

た
の
で
あ
っ
た
。

注O)　DZA Merseburg,Hist.Abt.II,2.2.1,Nr.30787,

V
o
r
l
s
u
f
i
g
e
r
 
G
e
s
e
t
z
e
n
t
w
u
r
f
 
i
i
b
e
r
 
F
a
m
i
l
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
e

(
1
9
0
3
-
1
9
0
4
)
,
に
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
<
m
)
　
M
a
x
W
e
b
e
r
,
A
g
r
a
r
s
t
a
t
i
s
t
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 
s
o
z
i
a
l
p
o
l
i
t
i
s
c
h
e

B

e

t

r

a

c

h

t

u

n

g

e

n

 

z

u

r

 

F

i

d

e

i

k

o

m

m

i

B

f

r

a

g

e

 

i

n

 

P

r

e

u

B

e

n

,

i

n

‥

d
e
r
s
.
,
G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
A
u
f
s
d
t
z
e
z
u
r
S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
u
n
d
S
o
z
i
a
1
-

p
o
l
i
t
i
k
,
T
u
b
i
n
g
e
n
1
9
2
4
,
S
.
3
2
3
-
3
9
3
.
以
下
へ
引
用
は
F
i
d
e
i
-

k
o
m
m
i
B
f
r
a
g
e
と
略
記
す
る
。

(

ォ

)

　

E

b

e

n

d

a

,

S

.

3

7

1

f

f

.

O)　Ebenda,S.374ff.

(
5
)
　
拙
稿
「
一
九
位
紀
末
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
本
源
的
蓄
積
』
と
土

地
所
有
　
の
伺
　
-
　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
-
バ
I
『
仕
襲
財
産
』
論
の

内
容
と
そ
の
意
義
　
-
　
」
『
経
済
論
叢
』
(
京
都
大
学
)
第
一
二
五
巻
、

第
l
・
1
盲
で
'
第
三
号
へ
　
l
九
八
〇
年
'
所
収
。

(
<
c
)
　
M
.
W
e
b
e
r
,
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
 
a
u
B
e
r
e
 
u
n
d
 
P
r
e
u
B
e
n
s
 
i
n
-
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n
e
r
e
P
o
l
i
t
i
k
i
n
:
d
e
r
s
.
,
G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
S
c
h
r
i
f
t
e
n
,

4
.
A
u
f
1
.
,
T
u
b
i
n
g
e
n
1
9
8
0
,
S
.
1
8
4
.

(
i
>
)
　
D
e
r
E
n
t
w
u
r
f
d
e
s
p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
G
e
s
e
t
z
e
s
 
i
i
b
e
r
 
F
a
m
i
-

1
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
e
u
n
d
 
F
a
m
i
l
i
e
n
s
t
i
f
t
u
n
g
e
n
 
v
o
m
2
2
.
D
e
I

z
e
m
b
e
r
1
9
1
3
,
v
o
m
L
i
t
t
e
r
a
r
i
s
c
h
e
n
B
u
r
e
a
u
,
1
9
1
4
,
S
.
1
-
4
8
.

(
o
o
)
　
F
r
a
n
z
H
o
r
s
t
e
n
,
D
i
e
F
a
m
i
l
i
e
n
-
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
f
i
-
P
o
l
i
t
i
k

:
P
r
e
u
B
e
n
,
G
i
e
B
e
n
1
9
2
4
,
S
.
9
0
.

(
o
)
　
M
.
W
e
b
e
r
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
8
3
-
1
9
1
.

(
2
)
　
D
e
r
s
.
,
F
i
d
e
i
k
o
m
m
i
B
f
r
a
g
e
,
S
.
3
8
9
.

(
H
!
)
　
F
.
H
o
r
s
t
e
n
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
9
2
.

(
2
)
　
M
.
W
e
b
e
r
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
3
6
7
A
n
m
.
1
)
.

(
2
)
　
H
.
 
-
U
.
W
e
h
l
e
r
,
K
a
i
s
e
r
r
e
i
c
h
,
S
.
<
　
前
掲
訳
『
ド
イ
ツ

帝
国
』
　
l
四
八
ペ
ー
ジ
。

(
E
)
　
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
ザ
-
'
柴
田
光
蔵
訳
'
前
掲
書
へ
四
五
九
へ

五
三
六
'
五
九
七
ペ
ー
ジ
。

(
S
)
　
木
谷
勤
『
ド
イ
ツ
琴
一
帝
制
史
研
究
』
青
木
書
店
'
l
九
七
七

年
、
一
九
六
ペ
ー
ジ
。

(
2
)
　
拙
稿
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
世
襲
財
産
の
清

算
1
プ
ル
タ
レ
ス
伯
爵
家
の
グ
ル
ム
ボ
ヴ
ィ
ツ
所
領
-
」
　
『
社

会
経
済
史
学
』
第
五
一
巻
、
第
四
号
、
一
九
八
五
年
へ
所
収
。

〔
付
記
〕
　
脱
稿
(
一
九
八
七
年
九
月
)
後
'
岡
山
大
学
教
授
松
尾
展
成
氏

よ
り
t
 
P
r
o
v
i
n
z
i
a
l
s
c
h
u
l
k
o
l
l
e
g
i
u
m
 
z
u
 
P
o
s
e
n
に
つ
い
て
、
懇
切
な

御
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
'
厚
-
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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Fusao Kato, Landenteignung und FideikommiQ : Eine Studie zur

antipolnischen Landpolitik im Deutschen Kaiserreich

Der geographische Bereich der preuBischen Provinz Posen ist fast identisch mit

dem des sogenannten Grofipolen in der modernen polnischen Geschichte. Diese

Provinz gehort zu den historischen Gebieten, dieバdie klassischen Schauplatze

deutsch-slawischer Auseinandersetzungen" (R. Jaworskil) gebildet haben.

Selbstverstandlich gilt das fur die Verwandlungsperiode hin zum Imperialismus

des europ邑ischen Kapitalismus, die im groBen und ganzen mit dem Zeitraum

vom Ende des 19. Tahrhunderts bis zum ersten Weltkrieg zusammenfaIit. Au・

Berdem bin ich fest davon　弘berzeugt, daB die "FidekiommiBfrage" als unser

gegenw邑rtiges Thema eine wichtige Rolle bei dem germanisch-slawischen Na-

tionalit邑tenkampf in der zustandigen Gegend gespielt hat. Durch ein deutsches

FideikommiB und ein anderes polnisches, die gleichzeitig in der Provinz Posen

bestanden, wurde der wirklich sehr starke Kontrast im wechseltollen Schicksal

beider Fideikommisse hervorgehoben. Das FideikommiB ist eines der wesent-

1ichen Momente, die auf "das komplizierte und schmerzhafte Problem der preu-

Bisch-polnischen Nachbarschaft" (K. ZERNACK) einen dunklen und nicht kur-

zen Schatten geworfen haben.

Mit dieser Abhandlung mochte ich die historische Bedeutung der problemati-

schen Lage, die man sozusagen als Hdeutsch-polnische Beziehungsgeschichte und

FideikommiBfrage" bezeichnen konnte, und die em wichtiges Moment der euro-

p邑ischen Grundeigentumsprobleme w芝hrend des ersten Weltkriegs darstellte,

systematisch erforschen. Dazu soil der EntwicklungsprozeB der Landpolitik als

erne Achse "negativer Polenpolitik" (K. ZERNACK) im wilhelminischen Kaiser-

reich, insbesondere die gewaltsame Durchfiihrung der Enteignungspolitik von

1907/12, geschichtlich analysiert und die Einzelfalle der Fideikommisse auf-

grund der zahlreichen Archivalien, die dasバDeutsche Zentralarchiv, Dienststelle

Merseburg" besitzt, positiv untersucht werden.

Dazu w邑re folgendes in Betracht zu ziehen: (1) wenn man den sozialokono-

misch-politischen Hintergrund der hiesigen Fideikommififrage erklaren will, so

mttBte zun邑chst danach gefragt werden, wie man sich iiber die Umstande urn

das Zustandekommen des Enteignungsgesetzes, das besagte, daS polnische Grand-

stiicke der Ostmarken auf dem Wege der Enteignung zu erwerben seien, als

erste notwendige Vorbereitungsarbeit am besten einen Uberblick verschaffen
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kann. (2) Unsere zweite Aufgabe besteht dann darin, eine realistische Darsteト

lung von dem Verlauf zu geben, den ein deutsches Fideikommiβ bis zur Erlan-

gung der landesherrlichen Genehmigung im Jahre 1916 genommen hat.

(3) Uberdies m凸ssen wir mit allem Nachdruck feststellen, daB vor Ausbruch

des Weltkriegs, im Jahre 1912, die sehr groBe FideikommiB-Herrschaft eines

polnischen Magnaten von der preufiischen Regierung tats邑chlich eingezogen und,

weil im Besitz des preuβischen Fiskus, schlieBlich an die deutsch-preuBische

Ansiedlungskommission abgetreten wurde. Mit einigem Recht kann man wohl

sagen, daB diese Angelegenheit de facto eine tragische Landenteignung

(4) Zum SchluB mochte ich meine eigentlichen Untersuchungen darlegen, urn

die Gesamtheit des uns beschaftigenden Problems zusammenzufassen.
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